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【写真】ガオー、鬼だぞー！
　　（香住児童館にて）

　1 月 23 日、24 日に香住区森の香住児
童館で節分にちなんで、色画用紙などを
使った「三角帽子鬼制作活動」を開催。
多くの親子が参加し、それぞれ思い思い
のこわい？鬼を作り、一足早い節分気分
を味わいました。

※今月号は本紙中に見開き写真を掲載しているため、穴あけ加工を行っていません。
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(1)
実
質
公
債
費
比
率
28
・
8
％
を

　

10
年
以
内
に
健
全
数
値
18
％
未

　

満
に

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
新
た
な
財
政
指
標

と
し
て
「
実
質
公
債
費
比
率
」
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
香
美
町
は
住
民
生
活

に
直
結
し
た
道
路
や
産
業
振
興
施
設
な
ど

の
建
設
事
業
の
た
め
に
借
り
た
お
金
の
返

済
額
が
、
町
が
自
由
に
使
え
る
お
金
の

30
％
近
く
に
な
り
、
財
政
運
営
は
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
を
引
き
下
げ
る
た
め
、

新
た
な
投
資
は
で
き
る
限
り
抑
制
し
、
起
債

残
高
の
計
画
的
な
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
投
資
し
て
き
た
施
設
を
最
大
限
に

有
効
活
用
し
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
を
推
進

し
ま
す
。

(2)
経
常
収
支
比
率
96
・
2
％
（
平
成

　

17
年
度
）
を
平
成
22
年
に
県
平
均

　

値
91
・
3
％
に
引
き
下
げ

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
（
町
税
や
交
付
税
な
ど
の
経
常
的
な

一
般
財
源
に
対
す
る
公
債
費
、
人
件
費
、

香
美
町
行
財
政
改
革
大
綱
策
定
・
町
政
懇
談
会
開
催

５
年
間
で
経
費
を
徹
底
削
減物件

費
な
ど
の
固
定
的
な
経
費
の
割
合
）

は
、
96
・
2
％
（
県
下
の
町
で
3
位
）
で
、

県
下
平
均
91
・
3
％
（
12
町
の
平
均
）
と

比
べ
て
高
い
状
況
に
あ
り
、
早
期
に
県
下

の
町
平
均
値
ま
で
引
き
下
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
公
債
費
、
人
件
費
、
物
件

費
な
ど
を
年
々
段
階
的
に
削
減
し
、
固
定

的
な
経
費
の
割
合
を
下
げ
、
財
政
構
造
の

柔
軟
性
を
確
保
し
ま
す
。

(3)
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
残
高
約
７

　

億
円
（
平
成
17
年
度
末
）
を
平
成

　

22
年
度
末
に
は
８
億
円
以
上
へ

　

長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う

た
め
の
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
残
高
は
、

平
成
17
年
度
末
で
約
７
億
円
。
こ
の
額
は
、

自
然
災
害
や
経
済
変
動
な
ど
の
不
測
の
事

態
へ
の
対
応
等
、
危
機
管
理
を
行
う
た
め

の
最
低
ラ
イ
ン
と
し
て
、
確
保
す
る
と
と

と
も
に
さ
ら
に
積
み
増
し
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
26
日
に
行
財
政
改
革
検
討
委
員

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
最
終
答
申
を
も
と
に
、

1
月
17
日
、
町
は
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
の
５
年
間
の
改
革
内
容
を
定
め
た

行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

合
併
直
後
か
ら
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
減
額
が
続
く
中
、
病
院
事
業
な
ど
の
特
別

会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平

成
19
年
度
も
約
4
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
、
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
夏
に
発
表
さ
れ
た
28
・
8
％
の
実
質

公
債
費
比
率
（
全
国
7
番
目
）
を
で
き
る
限

り
早
期
に
引
き
下
げ
て
い
く
に
は
、
抜
本
的

５
年
間
で
累
積
効
果

額
は
43
億
６
千
万
円
。

財
政
状
況
と
改
善
目
標

な
財
政
構
造
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。
こ
の

大
綱
に
基
づ
く
改
革
で
、
歳
入
歳
出
を
合
わ

せ
た
5
年
間
の
累
積
効
果
は
43
億
６
千
万
円

を
見
込
み
、
10
年
以
内
に
実
質
公
債
費
比
率

を
健
全
数
値
（
18
％
未
満
）
ま
で
改
善
す
る

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
特
に
平
成
20
年
度
ま
で
の
3
年
間

を
集
中
的
改
革
期
間
と
位
置
づ
け
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
こ
で
、
22
日
か
ら
25
日
に
各
区
で
開

催
し
た
町
政
懇
談
会
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

こ
の
内
容
を
説
明
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
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【【収　　入】

年間 １ヶ月

町税 17億9,957万円 14.9% 給料 745,000円 62,083円

使用料・手数料 3億7,708万円 3.1% パート収入 155,000円 12,917円

繰入金 2億4,541万円 2.0% 預金引出 100,000円 8,333円

繰越金・諸収入 6億8,583万円 5.7% そのほか 285,000円 23,750円

交付税・国県支出金 79億7,591万円 65.9% 親からの仕送り 3,295,000円 274,584円

町債 10億1,620万円 8.4% 銀行借入 420,000円 35,000円

町の収入合計 １２１億円 100.0% 家庭の収入合計 5,000,000円 416,667円

【支　　出】

年間 １ヶ月

家計に置き換えた場合

自
主
財
源

依
存
財
源

香美町の状況

家計に置き換えた場合

町の台所事情
～　家計に例えた町の財政～

　町の平成 18 年度一般会計当初予算は、約１４５億円ですが、庁舎建設、特別養護老人ホーム整備な
どの特殊要因を除いた通常ベースの額では、約１２１億円となります。これを年間収入５００万円の
家計に置き換えてみると、下の表のとおりとなります。

★
収
支
の
課
題 

 
 

 
 

①
歳
入
の
66
％
が
国
か
ら
の
交
付
税
な
ど
に
依
存
、
自
主

　

財
源
は
25
％

　

年
間
５
０
０
万
円
の
収
入
の
う
ち
、
親
か
ら
の
仕
送
り

が
66
％
。
こ
の
仕
送
り
が
な
け
れ
ば
家
計
が
成
り
立
た
な

い
。
町
の
会
計
で
は
、
主
に
地
方
交
付
税
に
当
た
り
ま
す

が
、
近
年
、
国
か
ら
の
交
付
額
が
減
り
続
け
て
お
り
、
ま

す
ま
す
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
自
主
財

源
の
確
保
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
公
債
費
と
繰
出
金
が
財
政
を
圧
迫

　

支
出
の
う
ち
、必
ず
出
費
す
る
も
の
で
、借
金
返
済
（
24
％
）

と
子
ど
も
た
ち
へ
の
仕
送
り
（
18
％
）
の
割
合
が
高
く
、

家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
借
金
返
済
は
、
町
の
会
計
で

い
う
公
債
費
で
あ
り
、
今
ま
で
に
借
金
を
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
道
路
や
施
設
の
建
設
事
業
な
ど
の
年
間
返
済
額
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
仕
送
り
は
、
繰
出

金
に
当
た
り
、
香
住
総
合
病
院
や
下
水
道
な
ど
の
特
別
会

計
で
不
足
し
た
お
金
を
補
う
も
の
で
す
。
町
に
は
、
こ
の

よ
う
な
特
別
会
計
な
ど
が
14
会
計
あ
り
ま
す
。
歳
出
の

削
減
は
、
一
般
会
計
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
特
別
会

計
な
ど
も
収
支
の
改
善
を
厳
し
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

③
人
件
費
や
物
件
費
、
補
助
金
な
ど
の
削
減
が
必
要

　

支
出
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い
食
費
18
％
、
高
熱
水
費

13
％
を
は
じ
め
、
友
人
の
家
計
の
援
助
12
％
、
家
の
増
改

築
や
車
の
購
入
に
10
％
の
支
払
を
し
て
い
ま
す
。
わ
が
家

の
家
計
が
厳
し
い
今
と
な
っ
て
は
、
さ
ら
な
る
節
約
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ま
で
支
援
を
し
て
き
た
友
人
に
も
い
よ
い

よ
自
立
の
決
心
を
し
て
も
ら
い
、
家
の
増
改
築
も
規
模
縮

小
や
先
延
ば
し
を
し
な
け
れ
ば
家
計
が
破
た
ん
し
て
し
ま

い
ま
す
。
町
の
会
計
で
い
う
と
、
人
件
費
や
物
件
費
の
削

減
は
も
ち
ろ
ん
、
補
助
金
や
建
設
事
業
な
ど
を
必
要
最
小

限
に
切
り
詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【収　　入】

年間 １ヶ月

【支　　出】

年間 １ヶ月

29億  898万円 24.1% 借金返済 1,205,000円 100,417円

21億5,793万円 17.8% 食費など 890,000円 74,167円

21億2,386万円 17.6% 子どもたちへの仕送り 880,000円 73,333円

15億1,797万円 12.5% 光熱水費、生活用品費など 625,000円 52,083円

14億7,593万円 12.2% 友人への援助 610,000円 50,833円

11億6,565万円 9.6% 家の増改築、車の購入など 480,000円 40,000円

7億3,894万円 6.1% 医療費など 305,000円 25,417円

1,074万円 0.1% そのほか 5,000円 417円

１２１億円 100.0% 家庭の支出合計 5,000,000円 416,667円

家計に置き換えた場合

繰出金

香美町の状況
家計に置き換えた場合

人件費

扶助費

公債費

そのほか

町の支出合計

物件費

投資的経費

貸付金・補助金
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平
成
19
年
度
の取

り
組
み
計
画

(1)
具
体
的
な
取
り
組
み

歳
入
の
確
保
（
約
１
億
円
の
増
収
）

①
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上

・
収
納
率
の
向
上
（
現
年
分
平
成
17
年
実
績

  

98
・
７
％
↓
平
成
19
年
は
99
％
台
）

・
滞
納
処
分
の
実
施（
滞
納
者
の
財
産
調
査
、     

  

不
動
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
）

②
未
利
用
の
公
有
財
産
の
売
却

・
香
住
駅
前
駐
車
場
、
旧
村
岡
病
院
跡
地
な

  

ど
12
件
の
売
却

③
使
用
料
、
手
数
料
、
負
担
金
な
ど
の
見

　

直
し

・
体
育
館
、
公
民
館
な
ど
の
使
用
料
金
体
系   

  

の
改
定
（
無
料
分
を
有
料
化
）

・
各
種
証
明
手
数
料
の
値
上
げ

・
特
定
の
受
益
に
対
す
る
負
担
の
見
直
し

　

（
畜
舎
な
ど
に
通
じ
る
町
道
除
雪
な
ど
）

歳
出
の
削
減
（
３
億
円
以
上
の
削
減
）

①
人
件
費
総
額
の
削
減
（
約
１
億
８
千
万

　

円
削
減
）

ア  

職
員
数
の
削
減 　

・
11
人
減
（
定
年
退
職
５
人
、
勧
奨
退
職 

　

な
ど
６
人
）

・
退
職
者
の
不
補
充
（
平
成
17
〜
20
年
）

・
勧
奨
退
職
の
募
集
（
平
成
18
〜
20
年
）

・
新
規
採
用
は
、
平
成
21
年
以
降
に
退
職
者  

  

の
３
分
の
１
程
度
の
補
充

イ  

職
員
給
与
の
引
き
下
げ

　

  
本
町
の
財
政
状
況
が
極
め
て
厳
し
く
、  

  

ま
た
、
地
域
経
済
が
低
迷
し
、
職
員
の
給

　

与
と
民
間
の
給
与
と
の
格
差
が
生
じ
て

●平成 18 年度から平成 22 年度の財政収支見通し（一般会計の一般財源ベース）

町の職員数の削減目標（病院医療職を除く）
平成17年3月31日～平成22年4月1日

H17.4.1
(合併時)

一般行政部門 220人 213人 205人 199人 192人 188人 187人 △33人 △15.0%
特別行政部門(教育） 58人 54人 55人 50人 48人 48人 46人 △12人 △20.7%
公営企業等部門 56人 54人 51人 51人 51人 51人 51人 △5人 △8.9%

合計 334人 321人 311人 300人 291人 287人 284人 △50人 △15.0%

H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1部門 H17.3.31 H18.4.1 H22.4.1
合併前
との比較

同削減率

●町の職員数の削減目標（病院医療職を除く）

平
成
19
年
度
の
収
支
見
通
し

4
億
円
の
財
源
不
足

(1)
歳
入
全
体
で
は
、
約
２
億
５
千
万

　

円
の
減
額

①
地
方
交
付
税
は
、
平
成
19
年
度
に
２
億
３

　

３
０
０
万
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
の
交
付
税
総
額
の
減
額
と
合
併
に
よ
る

　

特
別
交
付
税
の
加
算
が
最
終
年
次
に
な
る

　

こ
と
に
よ
る
減
額
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

②
町
税
は
、
国
の
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
よ

　

っ
て
、
平
成
19
年
度
に
２
億
３
９
０
０
万

　

円
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

　

う
ち
、
税
源
移
譲
分
は
１
億
９
千
万
円
で

　

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
国
か
ら
町
に

　

配
分
さ
れ
て
い
た
所
得
譲
与
税
な
ど
が
同

　

額
程
度
減
額
と
な
り
ま
す
。

③
前
年
度
繰
越
金
な
ど
は
、
５
千
万
円
減
少

　

し
、
歳
入
全
体
で
は
、
約
２
億
５
千
万
円

　

の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

(2)
歳
出
全
体
で
は
、
約
１
億
５
千
万

　

円
の
削
減

　

ほ
か
の
会
計
へ
の
繰
出
金
の
う
ち
、
香
住

総
合
病
院
事
業
の
不
良
債
務
解
消
や
簡
易
水

道
事
業
な
ど
の
運
営
に

対
し
て
約
１
億
円
の
増

加
、
起
債
償
還
金
は
平

成
19
年
度
が
ピ
ー
ク

と
な
り
約
５
千
万
円

の
増
加
、
合
わ
せ
て

１
億
５
千
万
円
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

当初 対17増減 対18増減 対19増減 対20増減 対21増減

歳入 9,596 △ 364 9,253 △ 343 9,099 △ 154 8,911 △ 188 8,997 86
町税 1,800 31 2,039 239 2,064 25 2,048 △ 16 2,074 26
地方交付税 6,176 △ 199 5,943 △ 233 5,842 △ 101 5,828 △ 14 5,788 △ 40

1,386 △ 150 1,241 △ 145 1,093 △ 148 1,035 △ 58 1,035 0
234 △ 46 30 △ 204 100 70 0 △ 100 100 100

歳出 9,596 △ 364 9,253 △ 343 9,099 △ 154 8,911 △ 188 8,997 86
人件費 2,044 △ 149 1,864 △ 180 1,794 △ 70 1,744 △ 50 1,714 △ 30
物件費 1,043 △ 127 983 △ 60 953 △ 30 933 △ 20 923 △ 10

1,381 △ 46 1,351 △ 30 1,331 △ 20 1,321 △ 10 1,321 0
繰出金 2,046 98 1,973 △ 73 2,003 30 2,038 35 2,154 116
公債費 2,862 2 2,912 50 2,848 △ 64 2,705 △ 143 2,715 10

179 △ 108 129 △ 50 129 0 129 0 129 0
その他 41 △ 34 41 0 41 0 41 0 41 0

その他
基金取崩額

補助費・扶助費等

投資的経費

区分
１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

行財政改革による財政収支見通し（※総予算額から特定財源を差し引いたもの）　　　　　　　　単位：百万円

財源不足額 約８億円 約４億円 約２億２,０００万円 約８,０００万円 約１億４,０００万円
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① 

病
院
事
業

　

病
院
事
業
会
計
は
、
医
師
不
足
の
拡
大
な

ど
に
よ
っ
て
収
益
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
に
、
一
般
会
計
か
ら

２
億
８
千
万
円
（
う
ち
交
付
税
算
入
額

１
億
２
千
万
円
）
を
繰
り
入
れ
て
も
、
単
年

度
で
１
億
９
千
万
円
の
不
良
債
務
が
新
た

に
生
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
か
ら
発
生
し
て
い
る
不

良
債
務
累
計
は
、
平
成
17
年
度
末
で
約

３
億
３
千
万
円
。
早
期
の
不
良
債
務
解
消
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

経
営
を
改
善
す
る
た
め
、
有
識
者
に
よ
る

経
営
健
全
化
の
検
討
や
常
勤
医
師
の
確
保
、

療
養
型
病
床
の
導
入
な
ど
、
総
合
的
な
対
策

を
講
じ
、
根
本
的
な
収
支
の
改
善
を
図
り
ま

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
計
画
的
な

投
入
に
よ
り
、
不
良
債
務
の
早
期
解
消
に
努

め
ま
す
。

②
下
水
道
、
水
道
事
業
会
計 

　

平
成
20
年
度
に
下
水
道
が
町
内
全
域
で

供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
住
民
全
体
で
運
営
し
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
公
平
性
を
欠
く
こ
と
の

な
い
よ
う
、
早
期
接
続
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
供
用
開
始
か
ら
３
年
を
経
過
し
た
地

域
で
の
接
続
率
は
、
平
成
18
年
８
月
末
で

75
％
。
平
成
20
年
度
末
に
は
85
％
以
上
を

目
標
と
し
ま
す
。

　

町
内
全
域
供
用
に
合
わ
せ
収
支
計
画
を

立
て
る
中
、
平
成
19
年
度
中
に
料
金
体
系

を
見
直
し
、相
応
の
増
収
を
図
り
ま
す
。（
使

用
料
金
改
定
実
施
は
平
成
20
年
度
）

  

水
道
事
業
会
計
は
、
水
需
要
の
低
迷
が

続
く
中
で
、
使
用
料
収
入
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
施
設
の
維
持
管
理
経
費
を
節
減
し
、

収
支
の
改
善
を
図
り
つ
つ
、
安
定
供
給
に

努
め
ま
す
。

　

使
用
料
金
体
系
は
、
今
後
の
浄
水
場
な
ど

の
整
備
を
考
慮
し
、
下
水
道
料
金
改
定
に
合

わ
せ
全
体
的
な
増
収
を
図
り
ま
す
。

　

行
政
・
議
会
･
町
民
が
一
体
と
な
っ
た

改
革
を
進
め
る
中
、
議
員
定
数
の
削
減
の

検
討
や
行
財

政
改
革
推
進

監
理
委
員
会

（
仮
称
）
を
設

置
し
、
改
革

の
推
進
と
点

検

を

行

い
、

絶
え
ず
行
財

政
を
見
直
し
、

必
要
な
改
善

を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

改
革
の
推
進
と
点
検

特
別
会
計
な
ど
の収

支
の
改
善

②
段
階
的
に
削
減
を
行
う
も
の

ア　

基
準
統
一
の
面
か
ら
見
直
し
が
必
要

　

な
も
の

　
　

旧
町
間
で
補
助
率
や
補
助
単
価
な
ど

　

が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
基
準
の

　

統
一
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
段
階
的
に

　

統
一
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
は
、
平

　

成
19
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
に
か
け
て

　

調
整
を
行
い
ま
す
。　

　
　

原
則
と
し
て
、
補
助
制
度
は
対
象
経

　

費
の
２
分
の
１
の
補
助
率
と
し
ま
す
。

イ　

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
見
直
し
が
必

　

要
な
も
の 

　
　

バ
ス
運
行
対
策
や
民
間
保
育
所
運
営

　

対
策
な
ど
、
利
用
者
数
の
減
少
な
ど
に

　

伴
い
、
費
用
と
効
果
の
面
か
ら
課
題
が

　

生
じ
て
い
る
も
の
は
、
限
ら
れ
た
財
源

　

で
効
果
的
運
用
が
図
れ
る
よ
う
、
平
成

　

19
年
度
に
事
業
内
容
を
見
直
し
ま
す
。

ウ　

各
種
団
体
な
ど
の
自
立
促
進
の
面
か

　

ら
見
直
し
が
必
要
な
も
の

　
　

各
種
団
体
な
ど
は
、
組
織
統
合
再
編

　

な
ど
の
効
果
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
自

　

主
財
源
を
確
保
す
る
な
ど
自
立
的
運
営

　

促
進
を
図
り
つ
つ
、
段
階
的
な
補
助
金

　

の
調
整
を
行
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
か

　

ら
平
成
20
年
度
の
間
に
平
成
18
年
度
対

　

比
10
％
以
上
の
削
減
を
目
標
に
と
し
ま
す
。

エ　

地
域
活
性
化
事
業
の
自
主
的
運
営
促
進

　

の
面
か
ら
見
直
し
が
必
要
な
も
の

　
　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

な
ど
の
各
種
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
の

　

開
催
や
特
色
あ
る
資
源
を
活
用
し
た
地

　

域
活
性
化
事
業
の
取
り
組
み
は
、
波
及

　

効
果
を
分
析
し
な
が
ら
、
効
率
的
、
効

　

い
る
実
態
な
ど
も
考
慮
し
て
、
本
町
独
自

　

の
措
置
と
し
て
、
職
員
給
与
を
引
き
下
げ

　

ま
す
。（
平
成
18
年
度
に
は
、
人
事
院
勧

　

告
に
基
づ
き
給
与
の
引
き
下
げ
を
実
施
）

②
経
常
的
経
費
の
削
減
と
町
直
営
の
施
設

　

や
業
務
な
ど
の
民
間
委
託
の
推
進
（
約

　

６
千
万
円
削
減
）

・
事
務
経
費
、
施
設
維
持
管
理
費
は
対
前

　

年
度
５
％
以
上
削
減 

・
小
代
物
産
館
レ
ス
ト
ラ
ン
の
民
営
化

・
公
用
車
台
数
の
削
減

③
投
資
的
経
費
の
見
直
し
と
起
債
発
行
額

　

の
削
減
（
投
資
的
経
費
の
一
般
財
源
を

　

約
５
千
万
円
削
減
）　

　
　

投
資
的
経
費
に
充
て
る
一
般
財
源
は
、

　

平
成
18
年
度
当
初
約
１
億
８
千
万
円
に

　

対
し
、
平
成
19
年
度
は
１
億
３
千
万
円

　

程
度
と
し
、
約
５
千
万
円
を
削
減
し
ま
す
。

　
　

新
規
起
債
発
行
額
は
、
平
成
18
年
度

　

通
常
分
の
12
億
円
程
度
に
抑
制
し
ま
す
。

④
補
助
費
な
ど
の
見
直
し
（
約
３
千
万
円

　

削
減
）

　
　

平
成
19
年
度
は
、
平
成
18
年
度
に
削

　

減
し
た
も
の
を
含
め
て
、
引
き
続
き
す

　

べ
て
の
補
助
金
な
ど
を
見
直
し
、
約
３
千

　

万
円
を
削
減
し
ま
す
。

補
助
金
の
見
直
し
対
象

①
早
期
に
廃
止
す
る
も
の

　
　

産
業
振
興
の
た
め
の
生
産
組
織
育
成

　

事
業
な
ど
は
、
自
立
的
な
運
営
体
制
に

　

よ
っ
て
、
各
組
織
の
活
動
を
促
進
し
ま

　

す
。
町
の
助
成
が
３
年
以
上
経
過
し
て

　

い
る
も
の
は
、
一
定
の
効
果
を
み
て
お

　

り
、
可
能
な
限
り
早
期
に
廃
止
し
ま
す
。

　

果
的
な
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
　

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
の
間

　

に
平
成
18
年
度
対
比
10
％
以
上
の
削
減

　

を
目
指
し
ま
す
。



町
政
懇
談
会
で
の
行
財
政
改
革
大
綱
を
説
明

　
　

一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
る
香
美
町
の
将
来

【
勧
奨
退
職
】

問　

人
件
費
削
減
で
、
勧
奨
退
職
の
職
員
に

　

対
し
、
勧
奨
手
当
を
支
給
す
る
の
か
。

答　

勧
奨
退
職
者
は
、
早
期
退
職
す
る
た
め

　

退
職
金
に
少
し
の
割
増
し
が
あ
る
。（
町
長
）

【
温
泉
保
養
館
お
じ
ろ
ん
】

問　

小
代
区
の
温
泉
保
養
館
お
じ
ろ
ん
は
な

　

ぜ
民
間
委
託
に
な
ら
な
い
の
か
。

答　

平
成
18
年
度
は
営
業
時
間
の
短
縮
な
ど

　

に
よ
る
経
費
の
節
減
を
行
っ
て
き
た
。
平

　

成
19
年
度
は
民
間
委
託
に
向
け
て
検
討
し
た

　

い
。（
町
長
）

【
香
住
病
院
】

問　

香
住
病
院
の
赤
字
対
策
を
早
急
に
す
る

　

必
要
が
あ
る
。

答　

専
門
家
に
よ
る
経
営
改
善
委
員
会
を
立

　

ち
上
げ
、
経
営
の
抜
本
的
な
改
善
を
急
ぐ

　

こ
と
と
し
て
い
る
。（
町
長
）

【
人
件
費
】

問　

町
長
、
助
役
、
教
育
長
の
給
与
引
き
下

　

げ
や
町
長
の
退
職
金
の
大
幅
な
減
額
を
す

　

る
考
え
は
な
い
か
。

答　

過
疎
債
は
、
返
す
お
金
の
７
割
が
交
付

　

税
で
入
っ
て
く
る
の
で
、
町
は
３
割
を
返

　

す
こ
と
と
な
る
。（
町
長
）

【
中
学
校
寄
宿
舎
】

問　

香
住
第
一
中
学
校
の
寄
宿
舎
は
、
交
通

　

事
情
や
気
象
条
件
な
ど
を
考
え
る
と
経
費

　

節
減
の
た
め
廃
止
し
て
も
よ
い
の
で
は
。

答　

町
内
に
は
冬
季
寄
宿
舎
が
3
ヵ
所
あ
る
。

　

今
後
、
気
象
条
件
な
ど
を
考
え
検
討
す
る

　

課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。（
教
育
長
）

答　

具
体
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ 

　

相
応
の
引
き
下
げ
を
考
え
て
い
る
。（
町
長
）

【
老
人
福
祉
大
会
】

問　

補
助
金
が
減
り
、
昨
年
は
老
人
福
祉
大

　

会
が
な
か
っ
た
。
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

答　

合
併
前
の
3
町
の
異
な
る
取
り
組
み
に

　

一
定
の
方
向
性
を
出
す
中
で
、
や
む
を
得

　

ず
老
人
福
祉
大
会
を
中
止
し
た
。
財
政
状

　

況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
理
解
を
し

　

て
い
た
だ
き
た
い
。（
町
長
）

【
通
学
費
】

問　

義
務
教
育
を
受
け
る
上
で
、
通
学
費
を

　

負
担
す
る
こ
と
は
、
公
平
で
は
な
い
の
で
は
。

答　

義
務
教
育
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
も
、　

　

保
護
者
の
許
容
で
き
る
範
囲
の
中
で
負
担

　

を
お
願
い
し
た
い
。（
町
長
）

【
投
資
的
事
業
】

問　

投
資
的
事
業
は
、
小
規
模
事
業
を
多
く

　

行
う
の
か
、
大
規
模
事
業
を
１
つ
行
う
の
か
。

答　

大
き
な
事
業
は
大
部
分
が
で
き
て
い
る
。

　

今
後
は
産
業
振
興
に
も
っ
と
力
を
注
が
な

　

け
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い
。

　

投
資
的
事
業
は
、
規
模
に
関
係
な
く
緊
急

　

性
や
必
要
性
な
ど
で
優
先
順
位
を
つ
け
て

　

取
り
組
ん
で
い
く
。（
町
長
）

【
過
疎
債
】

問　

過
疎
債
に
つ
い
て
、
交
付
税
で
入
っ
て

　

く
る
金
と
返
す
金
の
関
連
性
は
。
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村 

岡 

区

(

１
月
22
日)

 

小 

代 

区

(

１
月
23
日)

【
指
定
管
理
者
制
度
】

問　

指
定
管
理
の
費
用
は
物
件
費
に
含
ま
れ

　

て
い
る
の
か
。
物
件
費
が
多
す
ぎ
る
。

答　

指
定
管
理
料
は
、
委
託
料
と
し
て
物
件

　

費
に
入
る
が
額
は
多
く
な
い
。
物
件
費
の

　

大
半
は
施
設
の
維
持
管
理
費
で
あ
る
。（
町
長
）

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
】

問　

平
成
18
年
度
予
算
中
、
国
民
宿
舎
特
別

　

会
計
の
内
容
は
。
町
が
赤
字
補
て
ん
を
し

　

て
い
る
の
か
。

答　

国
民
宿
舎
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
。

　

町
が
建
設
し
、
運
営
は
第
三
セ
ク
タ
ー
（
㈱

　

香
住
観
光
公
社
）
が
行
っ
て
い
る
。
部
屋

　

代
の
一
定
割
合
は
町
に
納
金
さ
れ
る
。
赤

　

字
は
三
セ
ク
で
処
理
し
、
町
は
赤
字
補
て

　

ん
は
し
な
い
。（
総
務
部
長
）



　

え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。（
町
長
）

【
人
件
費
削
減
】

問　

町
長
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
職
と
議
員
、

　

管
理
職
の
給
与
引
き
下
げ
は
。

答　

平
成
18
年
度
当
初
か
ら
、
す
で
に
３
役

　

と
議
員
の
引
き
下
げ
を
行
っ
て
い
る
。
私

　

自
ら
再
度
引
き
下
げ
を
考
え
て
い
る
。（
町
長
）

【
経
費
削
減
】

問　

保
育
所
、
病
院
の
大
切
さ
を
十
分
に
踏

　

ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
。

答　

い
ず
れ
の
事
業
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
や

　

議
会
の
意
見
な
ど
を
十
分
聞
き
、
的
確
な

　

方
向
を
出
し
て
い
き
た
い
。（
町
長
）

【
基
金
】

問　

7
億
円
の
基
金
の
使
途
は
。

答　

緊
急
的
な
事
態
の
際
の
備
え
と
し
て
確
保

　

す
る
こ
と
と
す
る
。（
町
長
）

【
行
政
改
革
】

問　

夕
張
市
と
香
美
町
の
比
較
は
。

答　

夕
張
市
よ
り
香
美
町
の
方
が
実
質
公
債

　

費
比
率
が
高
く
、
早
期
の
改
善
が
必
要
。

　

た
だ
し
、
夕
張
市
は
日
々
の
運
営
資
金
も
借

　

入
を
重
ね
財
政
破
た
ん
に
至
っ
た
。
香
美

　

町
は
、
ま
だ
基
金
が
あ
る
も
の
の
、
財
政
運

　

営
の
健
全
化
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組

　

み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぜ
ひ
、

　

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
町
長
）

【
香
住
病
院
】

問　

香
住
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
、
平

　

成
17
年
度
の
医
療
体
制
検
討
委
員
会
の
検

　

討
内
容
は
。

答　

病
院
や
診
療
所
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
検

　

討
。
し
か
し
、
医
師
不
足
な
ど
で
、
平
成
17

　

年
度
決
算
か
ら
赤
字
が
急
増
。
今
後
、
専
門

　

家
に
経
営
改
善
に
つ
い
て
検
討
し
て
も
ら
う

　

こ
と
と
し
て
い
る
。（
町
長
） 

【
病
院
】

問　

香
住
病
院
の
問
題
は
、
合
併
し
た
こ
と

　

で
大
き
な
負
債
を
負
っ
た
よ
う
に
思
う
。

答　

香
住
病
院
だ
け
で
な
く
、
村
岡
病
院
の

　

関
係
で
八
鹿
病
院
組
合
に
も
負
担
し
て
い

　

る
。
町
内
２
つ
の
病
院
へ
の
負
担
が
財
政

　

に
影
響
し
て
い
る
が
、
医
療
は
必
要
な
も

　

の
で
あ
り
、
費
用
が
少
な
く
な
る
よ
う
務

　

め
た
い
。（
町
長
）

【
総
合
計
画
と
行
財
政
改
革
】

問　

行
財
政
改
革
で
経
費
削
減
を
唱
え
て
い

　

る
今
、
総
合
計
画
は
実
現
で
き
る
の
か
。

答　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
総

　

合
計
画
の
実
現
の
た
め
、
行
財
政
改
革
に

　

よ
り
、
財
政
基
盤
を
固
め
た
い
。（
町
長
）

【
お
じ
ろ
ん
】

問　

小
代
区
の
願
望
と
し
て
、
温
泉
保
養
館

　

お
じ
ろ
ん
な
ど
の
観
光
施
設
が
赤
字
で
も

　

廃
止
し
な
い
で
ほ
し
い
。
官
と
民
の
力
を

　

合
わ
せ
て
改
善
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

お
じ
ろ
ん
な
ど
を
廃
止
す
る
考
え
は
な

　

い
。
小
代
区
の
発
展
に
必
要
な
施
設
。
運

　

営
方
法
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
面

　

の
対
策
も
含
め
て
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

　

（
町
長
）

【
産
業
振
興
・
漁
業
】

問　

行
財
政
改
革
よ
り
産
業
振
興
が
重
要
で

　

は
な
い
か
。
特
に
香
住
の
漁
業
は
近
年
漁

　

獲
量
な
ど
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

答　

行
財
政
改
革
の
最
中
で
も
、
産
業
振
興

　

と
少
子
化
対
策
は
必
要
な
対
策
を
講
じ
て

　

い
き
た
い
。
漁
獲
量
減
少
の
原
因
の
一
つ

　

は
、
漁
船
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　

船
の
更
新
時
に
廃
業
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

漁
協
の
意
見
を
聞
き
、
漁
船
建
造
に
伴
う

　

利
子
補
給
を
行
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
必

　

要
な
対
策
を
講
じ
た
い
。（
町
長
）

【
人
件
費
削
減
】

問　

人
件
費
削
減
の
目
標
額
は
達
成
可
能
か
。

答　

平
成
18
年
度
分
は
実
施
し
た
金
額
。
平

　

成
19
年
度
は
現
職
員
給
与
引
き
下
げ
に
よ

　

り
7
〜
8
千
万
円
の
削
減
が
必
要
。
職
員
組

　

合
と
の
交
渉
を
行
い
、
職
員
に
理
解
を
求

　

め
る
。（
町
長
）

【
実
質
公
債
費
比
率
】

問　

実
質
公
債
費
比
率
28
・
8
％
は
大
変
不

　

名
誉
な
結
果
。
旧
町
で
の
残
高
の
差
を
踏

　

ま
え
、
今
後
的
確
な
対
応
を
。

答　

小
代
・
村
岡
で
は
、
町
が
3
割
だ
け
を

　

返
済
す
れ
ば
よ
い
過
疎
債
を
適
用
し
て
お

　

り
、
総
額
と
し
て
は
大
き
い
が
実
質
的
な

　

起
債
残
高
の
差
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な

　

い
。
合
併
に
よ
っ
て
、
合
併
特
例
債
や
過

　

疎
債
が
全
域
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

　

た
の
で
、
こ
の
有
利
な
財
源
を
活
用
し
て

　

い
く
。　

（
町
長
）

【
町
債
残
高
・
実
質
公
債
費
比
率
】

問　

町
債
残
高
と
実
質
公
債
費
比
率
を
引
き

　

下
げ
る
方
法
は
。

答　

平
成
17
年
度
末
の
町
債
残
高
は
４
９
１
億

　

円
。（
一
般
会
計
２
３
３
億
円
、
特
別
会
計

　

２
５
８
億
円
）
起
債
の
種
類
に
よ
り
返
済

　

期
間
が
異
な
る
が
、
平
成
18
年
度
は
約
29
億

　

円
、
そ
の
後
２
〜
３
年
は
少
し
増
え
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
24
・
25
年
度

　

に
は
25
％
、
平
成
26
年
度
に
は
21
％
、
平

　

成
27
年
度
に
は
17
％
台
に
な
る
見
込
み
。

　

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
、
借
入
を
極
力
抑

7

 

香 

住 
区
(

１
月
25
日)

【
町
有
地
売
却
収
入
】

問　

町
有
地
の
売
却
収
入
見
込
み
が
少
な
い
。

　

旧
役
場
庁
舎
周
辺
の
町
有
地
の
有
効
利
用

　

は
。
廃
道
敷
地
の
売
却
は
。

答　

売
却
土
地
は
、
町
全
域
を
対
象
に
リ
ス

　

ト
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
。
帳
簿
上
の
評
価

　

額
は
3
億
円
以
上
あ
る
が
、
当
面
の
収
入

　

は
1
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
廃
道
敷
地

　

を
含
め
て
売
却
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

（
町
長
）
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平
成
18
年
度
町
ぐ
る
み
総
合
健
診
結
果
を
分
析

  
肥
満
予
防
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
を
！

身
体
計
測

身
長
、
体
重
を
測
定
し
、
体

格
を
調
べ
ま
す
。

尿
検
査

腎
臓
疾
患
、
糖
尿
病
、
尿
路

の
異
常
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

血
圧
測
定

高
血
圧
、
低
血
圧
を
調
べ
ま

す
。

血
液
検
査

脂
質
、
貧
血
、
肝
臓
、
糖
尿
病
、

腎
臓
、
尿
酸
（
痛
風
）
な
ど

を
調
べ
ま
す
。

問
診
・
指
導

保
健
師
な
ど
が
身
体
の
状
態

や
今
ま
で
に
か
か
っ
た
病
気

な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

眼
底
検
査

目
の
奥
の
血
管
を
撮
影
し
、

脳
動
脈
硬
化
の
度
合
い
や
高

血
圧
性
変
化
を
調
べ
ま
す
。

心
電
図
検
査

心
臓
の
異
常
な
ど
を
調
べ
ま

す
。

診
察

当
日
に
分
か
る
検
査
結
果
な

ど
に
つ
い
て
医
師
が
説
明
し

ま
す
。

胸
部
検
診

肺
が
ん
、
結
核
、
肺
炎
な
ど

を
調
べ
ま
す
。

胃
部
検
診

胃
が
ん
、
胃
か
い
よ
う
、
胃

炎
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

大
腸
検
診

大
腸
が
ん
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ

な
ど
を
発
見
す
る
た
め
、
便

に
血
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か

を
調
べ
ま
す
。

前
立
腺

　

が
ん
検
診

ま
ち
ぐ
る
み
健
診
で
採
血
し

た
血
液
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
）
検
査
を
し
ま
す
。

　

現
代
で
は
、
３
人
に
２
人
は
生

活
習
慣
病
（
が
ん
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
な
ど
）
で
亡
く
な
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
生
活

習
慣
病
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
発

病
し
、
進
行
し
て
い
き
ま
す
。 

予

防
の
た
め
に
一
番
重
要
な
こ
と
は
、

自
分
で
は
分
か
り
に
く
い
「
体
の

健
康
」
を
確
認
す
る
た
め
に
健
康

診
査
を
受
診
す
る
こ
と
で
す
。

　

本
年
度
、
町
ぐ
る
み
総
合
健
診

を
23
日
間
行
い
、
５
８
２
６
人
（
男

性
２
１
５
６
人
、
女
性
３
６
７
０

人
）
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
は
、
よ
り

充
実
し
た
健
診
を
目
指
し
、
基
本

健
診
と
が
ん
検
診
の
セ
ッ
ト
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
介
護
保
険

制
度
の
改
正
に
よ
り
、
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
介
護
予
防
事
業
の

参
加
者
を
選
定
す
る
た
め
、
25
項

目
の
生
活
機
能
評
価
と
血
清
ア
ル

ブ
ミ
ン
検
査
を
行
い
、
２
２
６
６

人
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
町
ぐ
る
み
総
合
健
診

を
継
続
的
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
の
健
康

状
態
を
把
握
し
た
り
、
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
た
り
す
る
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

●
が
ん
検
診

●
基
本
健
診

●
総
合
判
定
結
果
は
？

皆
さ
ん
の
健
康
の
傾
向
に
つ
い
て

要継続医療
34.7%

要医療
13.5%

要精密検査
25.7%

要観察
21.4%

異常認めず
4.7%

異常認めず
3.8%

要観察
17.7%

要継続医療
34.9%

要精密検査
27.0%

要医療
16.6%

要医療
11.4%

要精密検査
24.8%

要継続医療
34.5%

要観察
24.0%

異常認めず
5.3%

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

○
会
場
が
近
く
気
軽
に
短
時
間
で
受
診
可
能
！

○
受
診
料
は
、
Ｊ
Ａ
・
町
の
助
成
が
あ
り
お
得
！

○
人
間
ド
ッ
ク
並
み
の
充
実
し
た
検
査
項
目
！

○
早
期
発
見
、
早
期
治
療
。
医
療
機
関
受
診
が

　

必
要
な
方
に
は
、
早
急
に
結
果
を
通
知
！

○
継
続
受
診
で
、
健
康
管
理
に
役
立
つ
５
年
間

　

の
検
査
結
果
が
一
覧
に
！

総合判定結果（男性）総合判定結果（女性） 総合判定結果（全町）

　

総
合
判
定
の
結
果
、「
異

常
認
め
ず
」
は
4
・
7
％
で
、

正
常
値
か
ら
わ
ず
か
に
外

れ
た
要
観
察
者
の
21
・
4
％

を
含
め
て
も
、
3
割
に
満

た
な
い
状
況
で
す
。
要
精

密
検
査
の
25
・
7
％
と
要

医
療
の
13
・
5
％
を
含
め

た
４
割
の
方
に
異
常
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
約
3
割
の
方
は
す
で

に
何
ら
か
の
疾
病
を
持
ち
、

医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

て
い
る
人
た
ち
で
し
た
。

　

総
合
判
定
の
結
果
を
男
女

別
に
見
る
と
、
要
精
密
検
査

と
要
医
療
を
合
わ
せ
た
異
常

率
は
男
性
が
43
・
6
％
で
女

性
の
36
・
2
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
代
別
で
は
45

歳
か
ら
54
歳
の
方
の
異
常

率
が
55
％
を
超
え
、
2
人

に
1
人
は
異
常
が
み
ら
れ

る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。



●
塩
分
控
え
め
に
！

　

食
塩
の
取
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
日
々
の
食
事
で
食
塩
を
取
り
過
ぎ
な
い
こ
と
を

推
進
す
る
た
め
、
健
診
当
日
に
、
香
美
町
い
ず
み
会

の
協
力
を
得
て
、
塩
分
を
0
・
7
％
の
適
正
濃
度
に

調
味
し
た
み
そ
汁
を
飲
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

の
味
に
つ
い
て
７
割
の
人
が
「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

の
味
つ
け
と
比
べ
る
と
、「
同
じ
く
ら
い
」
と
感
じ

た
方
は
5
割
に
と
ど
ま
り
、「
薄
い
」
と
感
じ
た
方

が
4
割
近
く
あ
り
ま
し
た
。

　

家
で
作
る
み
そ
汁
は
「
少
し
薄
い
」
と
感
じ
る
く

ら
い
の
方
が
適
正
な
塩
分
濃
度
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
だ
き
、

家
族
ぐ
る
み
で
減
塩
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
体
重
の　

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
！

　

肥
満
度
を
比
較
し
た
結
果
、
女
性
よ
り
男
性
に
、

ま
た
年
代
別
で
は
40
歳
以
降
で
、
肥
満
者
の
割
合
が

増
加
し
ま
す
。
特
に
男
性
は
35
〜
44
歳
で
は
４
割
近

く
に
、
女
性
は
65
〜
79
歳
で
は
３
割
近
く
に
肥
満
者
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●
検
査
項
目
別
で
は
？

　

検
査
項
目
別
で
異
常
率
が
高
い
も
の
は
、
循
環
器

系
の
33
・
6
％
、
次
い
で
肥
満
の
24
・
2
％
、
糖
尿

病
の
16
・
2
％
で
し
た
。
県
平
均
と
比
べ
て
み
て
も
、

こ
の
3
項
目
は
同
順
位
で
し
た
が
、
い
ず
れ
も
県
平

均
値
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま

え
、
壮
年
期
か
ら
生

活
習
慣
病
予
防
に
対

す
る
意
識
の
向
上
を

図
る
対
策
が
重
要
な

課
題
と
言
え
ま
す
。

香美町 兵庫県

循環器 33.6％ 32.7％

肥満 24.2％ 21.3％

糖尿病 16.2％ 12.1％

肝臓 9.2％ 7.3％

やせ 6.5％ 7.7％

貧血 4.5％ 4.4％
腎臓 4.4％ 3.9％

尿酸 3.2％ 3.4％

　

最
近
、
注
目
さ
れ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は
、
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
タ
イ
プ
の

肥
満
に
加
え
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
を
合
わ
せ
持
っ
て
い

る
状
態
の
こ
と
。
一
つ
ひ
と
つ
の
値
は
「
異
常
」
と

さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
は
な
く
て
も
、〝
や
や
高
め
〞
が

重
な
る
こ
と
で
動
脈
硬
化
が
進
み
、
放
っ
て
お
く
と

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
も
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
動
脈
硬
化
は
全
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に
進
行

し
て
い
き
ま
す
。「
ベ
ル
ト
の
穴
が
ひ
と
つ
外
側
に

な
っ
た
」
こ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
こ
そ
、
重
要

な
サ
イ
ン
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
解
消

す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、
し
っ

か
り
禁
煙
、
そ
し
て
定
期
健
診
を
忘
れ
ず
に
！

内
臓
脂
肪
＋
生
活
習
慣
病
で

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
！

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
根
本
に
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す

こ
と
が
あ
る
の
で
、
平
成
19
年
度
の
町
ぐ
る
み
総
合

健
診
か
ら
腹
囲
測
定
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
早
め
の
予
防
で
介
護
い
ら
ず

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
介
護
予
防
の
た
め
の
生

活
機
能
評
価
を
実
施
し
た
結
果
、
１
４
９
人
の
方
々

が
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
だ
方
が
よ
い
人
（
特
定
高

齢
者
の
候
補
者
）
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
方
に
は
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

運
動
機
能
や
口
腔
機
能
の
向
上
、
栄
養
改
善
を
目
的

と
す
る
介
護
予
防
教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
健
康

づ
く
り
に
励
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

★
町
ぐ
る
み
総
合
健
診 

受
診
者
の
声
★

●
瀬
戸
口 

英
樹
さ
ん
（
香
住
区
一
日
市
・
34
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
摂
生
の
積
み
重
ね
で
、
昨
年
の
健
診
で
は
総
合

　
　
　
　
　
　
　
　

判
定
で
要
医
療
で
し
た
。「
絶
対
や
せ
て
よ
く
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　

た
る
」
と
思
い
、
車
通
勤
を
徒
歩
通
勤
に
し
、
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
職
場
を
２
周
し
て
か
ら
帰
る
、
休
日
に
は
１
時

　
　
　
　
　
　
　
　

間
程
度
歩
く
な
ど
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
ま
し
た
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
も
徐
々
に
減
ら
し
、
妻
の
協
力
を
得
て
油
を
減
ら
し
て
野

菜
を
多
く
摂
る
食
事
に
変
え
ま
し
た
。

　

減
量
に
成
功
し
、
今
年
の
健
診
で
は
、
検
査
値
も
よ
く
な
り
、
や
れ
ば

で
き
る
の
だ
と
す
ご
く
自
分
に
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
今
は
、
現
状
維
持

の
た
め
、
体
と
気
持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
て
い
る
毎
日
で
す
。

●
山
本 

太
一
さ
ん
（
村
岡
区
山
田
・
57
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
ぐ
る
み
健
診
は
40
歳
以
降
、
毎
年
欠
か
さ
ず
受

　
　
　
　
　
　
　
　

診
し
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
に
町
ぐ
る
み
総
合
健
診

　
　
　
　
　
　
　
　

の
腹
部
エ
コ
ー
検
査
で
初
め
て
異
常
が
見
つ
か
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
年
に
手
術
を
受
け
、
幸
い
早
期
発
見
・
早
期
治

　
　
　
　
　
　
　
　

療
で
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
父
親
が
40
代
か
ら
病
弱
だ
っ
た
た
め
、
若
い
こ
ろ
は
大
変
苦

労
し
ま
し
た
。
私
の
体
験
か
ら
み
な
さ
ん
へ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
特
に

子
ど
も
を
も
つ
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
は
、
若
い
か
ら
と
油
断
は
せ
ず
、

ご
自
身
や
家
族
の
た
め
に
も
健
診
を
受
け
て
健
康
管
理
に
気
を
配
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
大
石 

禎て

い

こ子
さ
ん
（
小
代
区
大
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
さ
い
時
か
ら
病
気
も
な
く
、
自
分
は
健
康
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
回
の
健
診
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
中
性
脂
肪
が
多
い
と
い
う
結

　
　
　
　
　
　
　
　

果
が
出
ま
し
た
。
生
活
習
慣
に
原
因
が
あ
る
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
こ
と
で
、
町
の
「
い
き
い
き
個
別
健
康
教
室
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
3
日
間
の
食
事
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
食
べ
過
ぎ
、

運
動
不
足
な
ど
の
指
摘
が
あ
り
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
意
識
し
て
や
っ
て

み
よ
う
」
と
、
毎
月
の
血
液
検
査
や
健
康
運
動
教
室
へ
の
参
加
な
ど
で
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
心
が
け
が
で
き
ま
し
た
。
早
め
の
検
査
や
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
、
早
め
の
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
つ
く
づ
く
感

じ
ま
し
た
。
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森
谷
川
流
域
の
浸
水
対
策
と
し
て
指
導
要
綱
を
制
定

　

香
住
区
の
森
谷
川
流
域
は
、
集
中
豪
雨
の
度
に

家
屋
な
ど
の
浸
水
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
1
月
15
日
に
浸
水
対
策
と
し
て
「
森
谷

川
流
域
浸
水
対
策
指
導
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
森
谷
川
流
域
の
指
定
区
域
内
で

農
地
を
宅
地
に
造
成
し
た
り
、
土
地
を
舗
装
し
た

り
す
る
場
合
に
は
、
町
と
事
前
に
協
議
を
し
て
い

た
だ
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
雨
水
調
整
施
設
の
設

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
雨
水
調
整
施
設
と
は
、

森
谷
川
が
あ
ふ
れ
る
程
度
の
降
雨
の
と
き
に
、
一

時
雨
水
を
貯
留
し
森
谷
川
へ
の
負
荷
を
減
少
さ
せ

る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
地
域
で
開
発
な
ど
の
計
画
が
あ
り
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
役
場

建
設
部
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
雨
水
調
整
施
設
設
置
の
対
象
と
な
る
場
合

　

①
開
発
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
の
場
合

　

②
開
発
面
積
が
５
０
０
㎡
未
満
の
場
合
で
、
土

　
　

地
利
用
の
状
況
か
ら
隣
接
す
る
土
地
と
一
体

　
　

と
し
て
開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
合
計

　
　

が
５
０
０
㎡
以
上
と
な
る
場
合

　

③
土
地
の
舗
装
ま
た
は
締
め
固
め
な
ど
で
、
そ

　
　

の
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
の
場
合

●
雨
水
調
整
施
設
の
規
模

　

開
発
区
域
の
面
積
１
０
０
０
㎡
に
つ
き
20
㎥
以
上

●
要
綱
の
施
行
日

　

平
成
19
年
3
月
1
日

●
森
谷
川
流
域
の
指
定
区
域
（
下
図
の
と
お
り
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
部
建
設
課

　
　
　
　
　
　

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

… 指定区域

役場庁舎 森谷川

森谷川

香
住
道
路

香住第一中学校

主要地方道香住村岡線

香
住
小
学
校

森谷川流域指定区域図

凡　例

　

早
い
も
の
で
、
も
う
2
月
の
声
を
聞

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
1
月
4
日
か

ら
始
め
ま
し
た
新
庁
舎
で
の
業
務
も
、

1
ヵ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
職
員
一
同
、

決
意
を
新
た
に
し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
1
月
9
日
の
テ
レ
ビ
放

送
で
、
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
き
一
方
的

な
報
道
が
な
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
ご

心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
建
設
か
ら
40
年

以
上
た
ち
老
朽
化
し
て
い
た
旧
庁
舎

は
、
前
を
通
る
県
道
の
拡
張
工
事
の
た

め
移
転
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
期
限
も
き

ま
し
た
の
で
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
建
設
資
金
は
、
県
か
ら
の

移
転
補
償
金
と
借
入
額
の
3
割
だ
け
返

済
す
る
こ
と
と
な
る
合
併
特
例
債
、
そ

れ
に
香
住
町
時
代
か
ら
積
み
立
て
て
き

た
庁
舎
建
設
基
金
の
一
部
を
充
て
、
町

の
実
際
の
負
担
額
を
約
6
・
２
億
円
（
今

後
の
返
済
額
を
含
む
）
で
済
ま
せ
ま
し
た
。

　

6
億
円
余
の
負
担
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
も
と
大
き
な
も
の
で
す
が
、
こ

の
新
庁
舎
を
拠
点
と
し
て
、
町
民
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
新
し
い
香
美
町
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は　

町
長
で
す

  

新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始

香
美
町
長

行政トピックス

木
の
殿
堂

童
話
組
み
木
教
室
開
催

　

木
と
ふ
れ
あ
い
造
形
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
童
話
の
世
界
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

●
と
き

2
月
25
日
（
日
）

・
午
前
の
部

　

10
時
〜
12
時

・
午
後
の
部

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

木
の
殿
堂　

工
作
室

●
内
容

童
話
に
ち
な
ん
だ
デ
ザ
イ

ン
シ
ー
ト
の
中
か
ら
一
つ

を
選
び
、
電
動
糸
ノ
コ
を

使
っ
て
組
み
木
を
製
作
し

ま
す
。

●
募
集
人
員

28
人
（
午
前
の
部
、
午
後

の
部
と
も
に
14
人
ず
つ
）

●
参
加
費

１
０
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

木
の
殿
堂

℡
０
７
９
６
・
96
・
１
３
８
８



長い間ありがとう
旧庁舎閉庁式

まちづくりの新拠点スタート
庁舎竣工式
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庁
舎
移
転　

旧
庁
舎
閉
庁
式
、
新
庁
舎
竣
工
式
を
開
催

 
平
成
の
大
合
併
を
と
も
に
乗
り
越
え
た
旧
庁
舎
に
別
れ
を
告
げ
、
町
の
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
業
務
開
始

　

昨
年
11
月
末
に
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
新
し
い
庁
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。
昭
和
37
年
に
建
設
さ
れ
、
平

成
の
大
合
併
を
と
も
に
乗
り
越
え
た

旧
庁
舎
に
別
れ
を
告
げ
、
1
月
4
日

か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
旧
庁
舎
の
取
り
壊
し
は
3

月
末
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
建
材

に
ア
ス
ベ
ス
ト
は
使
用
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
周
辺
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
旧
庁
舎
閉
庁
式

　

昨
年
12
月
28
日
、
小
雪
が
舞
う
中

で
昭
和
37
年
か
ら
約
44
年
間
も
の
永

き
に
わ
た
り
、
旧
香
住
町
そ
し
て
合

併
後
の
香
美
町
の
行
政
の
拠
点
と
し

て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
旧
庁

舎
の
閉
庁
式
を
行
い
ま
し
た
。
式
で

は
、
現
職
の
職
員
の
代
表
と
し
て
建

設
部
次
長
山
盛
和
義
（
香
住
区
大
梶
）

が
旧
庁
舎
の
思
い
出
を
語
り
、
ま
た
、

旧
庁
舎
建
設
の
担
当
者
で
も
あ
っ
た

元
職
員
の
橋
本
定さ

だ

み視
さ
ん
（
香
住
区

森
）
が
建
設
当
時
の
苦
労
話
な
ど
を

語
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
橋
本
さ
ん
、

藤
原
久
嗣
町
長
、
橘
秀
夫
議
長
、
庁

舎
と
同
じ
昭
和
37
年
生
ま
れ
で
企
画

課
課
長
補
佐
の
永
田
廣
志
の
4
人
が

玄
関
横
に
据
え
ら
れ
て
い
た
定
礎
の

石
版
を
取
り
外
し
、
旧
庁
舎
の
玄
関

を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

●
新
庁
舎
竣
工
式

　

1
月
13
日
、
玄
関
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
皮
切
り
に
、
多
く
の
来
賓
の
皆
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
香
美
町
庁
舎

の
竣
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
田
野
鶴
雄
さ
ん
（
小
代
区
新
屋
）
に

よ
る
日
本
舞
踊
「
祝
い
の
舞
」
や
1
月

1
日
に
制
定
し
た
町
民
憲
章
と
町
民
歌

の
披
露
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
岡
野
佑
哉
さ
ん
（
香
住

区
矢
田
）
と
塩
谷
あ
ゆ
み
さ
ん
（
香

住
区
沖
浦
）
が
町
民
憲
章
を
元
気
よ

く
読
み
上
げ
ま
し
た
。
町
民
歌
は
、

混
声
合
唱
団
か
す
み
の
13
人
（
香
住

区
）、
村
岡
コ
ー
ラ
ス
の
6
人
（
村
岡

区
）、
小
代
区
の
婦
人
会
の
5
人
か
ら

な
る
混
声
合
唱
に
よ
り
高
ら
か
に
歌

い
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
の
最
後

に
は
、
連
合
自
治
会
長
の
山
田
政
五

郎
さ
ん
（
香
住
区
油
良
）
に
音
頭
を

取
っ
て
い
た
い
た
だ
き
、
ご
列
席
の

皆
さ
ん
全
員
で
万
歳
三
唱
を
行
い
ま

し
た
。

●
庁
舎
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
部
総
務
課　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
1

▲ 1月 4日から業務開始している新しい庁舎 ▲イルミネーションで最後を飾る旧庁舎

▲町民憲章披露。朗読する岡野さん、塩谷さん ▲思い出を語る橋本さん（右）と山盛次長（左）

▲３区の皆さんが一緒になって町民歌披露 ▲定礎の石版も御用納め、1月に入り解体始まる
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1
月
7
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で

成
人
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の
３
１
９
人

（
香
住
区
１
９
５
人
、
村
岡
区
96
人
、
小

代
区
28
人
）
が
新
し
く
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
２
５
１
人
が
参
加
。
女
性

は
色
鮮
や
か
な
振
り
そ
で
で
、
男
性
は

羽
織
は
か
ま
や
ス
ー
ツ
で
集
い
、
会
場

は
と
て
も
華
や
か
な
雰
囲
気
で
活
気
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
藤
原
町
長
が
「
ど
う
か

皆
さ
ん
も
、
我
が
ふ
る
さ
と
に
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
な
っ

て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
力
を
合
わ
せ
、

す
ば
ら
し
い
ま
ち
、
キ
ラ
リ
と
光
る
香

美
町
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

お
め
で
と
う
！
新
成
人
３
１
９
人

【香住区の新成人】

▲二十歳の誓いを読み上げる
　西岡さん
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そ
し
て
、
新
成
人
の
代
表
と
し
て
横

井
祐
樹
さ
ん
（
小
代
区
秋
岡
）
と
井
上

恵
梨
香
さ
ん
（
村
岡
区
光
陽
）
が
記
念

品
を
受
け
取
り
、
西
岡
亨
さ
ん
（
香
住

区
藤
）
が
、「
3
区
の
特
色
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
上
げ
、
み
ん
な
が

心
豊
か
に
幸
せ
に
な
る
よ
う
、
で
き
る

こ
と
か
ら
参
画
し
、
社
会
の
一
員
と
し

て
後
輩
た
ち
の
見
本
と
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
〝
二
十
歳
の
誓
い
〞

を
力
強
く
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
立
食
パ
ー
テ
ィ

で
は
、
会
場
の
所
々
で
友
人
と
の
再
会

を
喜
ぶ
記
念
撮
影
や
談
笑
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
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【村岡区の新成人】

【小代区の新成人】
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行政トピックス

　

 4 月 2 日から夜間照明が使えます！

今子浦グラウンドの利用について
　今子浦グラウンド（香住区）に待望の夜間照明が完成し、4月 2日か

らご利用いただけます。夜間照明の明るさは現在、北但で一番。昼夜を

問わず、野球、ソフトボール、サッカーほか多目的にご使用いただけます。

　新たに夜間照明使用料を定めましたので、申し込み方法についてご案

内します。屋外スポーツの拠点として、どうぞご利用ください。

●夜間照明の使用受付
　2月 15 日 ( 木 ) から

●申し込み受付期間
　申し込み月から 6ヵ月先の末日まで
　( 例：3月中に申し込む場合、9月末日までの申し込みができます）

●町 民 の 使 用 料 金
  次の表の①と②の合計額となります。

●診療科目　
　内科、小児科
●施設概要
 ・敷地面積　   1,448㎡
 ・延床面積　     311㎡
 ・地上１階（一部 2階）
 ・駐 車 場　   15 台分

●診療日・時間

　※午前  8:45 ～（受付   8:00 ～ 11:30）
　　午後 14:30 ～（受付 13:30 ～ 16:00）
　※往診や訪問看護もしています。

●機械設備　
　X線撮影装置、超音波診断装置、心電図、
　ホルター心電図、　簡易血液検査機など　
●職員
　医師 1人、看護師 2人、　事務員 2人
☆医師紹介

　中
なかじま

島　紘
ひろし

（兵庫県神戸市出身）
　大阪大学医学部　昭和 44 年卒

　当所は、昨年 4 月に 2 年ぶり
に再開しました。医師の香住病院
支援のため、フル稼働ではありま
せんが、患者様一人ひとりを大切

にし、在宅も含めて、良質でまともな医療を提
供してまいりたいと思います。そして、皆様と
ともに地域の健康を守っていきたいと思います。
行政も採算性にとらわれず、確固たる理念を持っ
てご支援をお願いいたします。

 町内公的医療機関のご紹介

　佐津診療所（香住区無南垣）
所在地：香住区無南垣 165
TEL：0796･38･0459　FAX：0796･38･0904

曜日 月 火 水 木 金 土 日

午前 ○
月2回休診

× ○ × ○ × ×

午後 ○ ○ ○ × ○ × ×

　※町内宿泊客、町外者の方は、これらの料金のそれぞれ１．５倍、２倍です。

①グラウンド使用料 ( 従来どおり ) ②夜間照明使用料 ( 新規 )

１回あたり
( 約３～４時間以内 )
1,575 円

※使用団体により減免。
また、当面夜間照明使用
時に減免あり。

全部点灯の場合
1,500 円／ 30 分

部分点灯の場合
　750 円／ 30 分

●公平な負担と使用のため、下記の点についてご理解とご協力をお願いします。
　①グラウンド使用料は、町や教育委員会が使用する以外は基本的に有料です。
　②予約は大会日程や練習日、時間帯がほぼ確定してからお願いします。

●申し込み ( 問い合わせ ) 先　　ファミリーイン今子浦 　℡0796・36・3553　

●問い合わせ先　　　　　　　  役場産業部観光課　　　 ℡0796・36・1111

◆地域包括支援センターから電話番号変更のお知らせ◆
　介護用品の相談、認知症に関する相談、介護予防に関する相談など、介護に関する相談がありました
らご利用下さい。（以前使用していた番号 0796・39・2727 は廃止しましたのでご注意ください）

新しい番号：０７９６・３６・４００４



16

行政トピックス
　

確
定
申
告
に
は
、
所
得
税
、
住
民
税
（
町

民
税
県
民
税
）、
国
民
健
康
保
険
税
の
3

種
類
の
申
告
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
告
の
期
限
は
、
3
月
15
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
ま
で
に
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、

平
成
18
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た
人
で
す
。

平
成
18
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
（
年
末

調
整
を
受
け
ら
れ
た
方
）
だ
け
の
人
で
役

場
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
お

り
、
ほ
か
に
所
得
控
除
の
必
要
の
な
い
人

は
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
告
の
方
法
は
、
所
得
税
を
納
め
る
必

要
の
あ
る
人
は
「
確
定
申
告
書
」
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
税
を
納
め
る

必
要
の
な
い
人
で
も
、
所
得
の
あ
る
人
と

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

は
、「
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険

税
申
告
書
」
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
郵
送
し
て

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

●
申
告
書
の
提
出
先

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
書

　

豊
岡
税
務
署
、
役
場
税
務
課
、
各
地
域

　

局
地
域
振
興
課

2
月
16
日
〜
3
月
15
日

 
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

期
限
ま
で
に

 

必
ず
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

▽
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書

　

役
場
税
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る

よ
り
、
１
年
分
（
４
月
分
〜
翌
年
３
月

分
）
か
６
ヵ
月
分
（
４
月
分
〜
９
月
分
、

10
月
分
〜
翌
年
３
月
分
）
を
一
括
で
前

納
す
る
方
が
、
割
引
が
あ
り
お
得
で
す
。

さ
ら
に
口
座
振
替
で
納
め
る
と
割
引
額

が
多
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
割
引
額
は
ま
だ
確
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
18
年
度
は
口

座
振
替
で
１
年
分
前
納
し
た
場
合
の
割

引
額
は
３
４
９
０
円
で
し
た
。（
６
ヵ
月

前
納
で
は
９
４
０
円
）

　

こ
の
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
分
か
ら
口
座
振
替
に
よ

る
１
年
前
納
、
６
ヶ
月
前
納
（
４
月
分

〜
９
月
分
）
を
希
望
す
る
人
は
２
月
28

日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

　

『
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

（
変
更
）
申
出
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
口
座
振
替
希
望
の
金
融
機
関
や
郵

便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。

（
用
紙
は
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
社
会
保

険
事
務
所
、
役
場
・
各
地
域
局
に
あ
り

ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

　

℡

０
７
９
６
・
22
・
３
１
９
６

　

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課 

  　

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

『
前
納
＋
口
座
振
替
』
が
お
得
！

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は

 

「
無
収
入
」
で
も
申
告
を
！

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
所
得
に
応
じ
て
国
民
健
康
保
険
税
を

減
額
す
る
制
度
が
あ
る
た
め
、
平
成
18
年

中
に
ま
っ
た
く
所
得
の
な
い
人
に
つ
い
て

も
、「
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険

税
申
告
書
」
で
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
無
収
入
で
あ
っ
て
も
必
ず
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

「
申
告
用
紙
」
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

所
得
申
告
に
必
要
な
用
紙
は
、
昨
年
確

定
申
告
さ
れ
た
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
直

接
郵
送
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
町
民
税
県

民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
は
、

各
区
を
通
じ
て
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

申
告
相
談
に
お
越
し
の
際
に
は
、
必
ず
こ

れ
ら
の
申
告
書
用
紙
と
所
得
な
ど
が
わ
か

る
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
の
計
算
は
収
支  

  

計
算
で
申
告
し
て
い
た
だ 
  

く
こ
と
に
な
り
ま
す

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
水
稲
所
得
標
準

に
替
わ
っ
て
収
支
計
算
で
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。
申
告
に
際
し
て
は
、
農
業
に
関

す
る
金
額
が
わ
か
る
書
類
（
通
帳
、
売
上

伝
票
、
請
求
書
、
領
収
書
な
ど
）
を
整
理

し
、
事
前
に
配
布
し
て
い
ま
す
資
料
な
ど

で
収
支
計
算
書
を
作
成
し
て
か
ら
申
告
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
前
に
収
支
計

算
書
を
作
成
し
て
い
な
い
と
申
告
相
談
を

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
収
支
計

算
書
を
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
ら
、
申
告

相
談
も
短
時
間
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
部
税
務
課

　
　
　
　

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

村
岡
地
域
局
地
域
振
興
課

　
　

℡

０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

小
代
地
域
局
地
域
振
興
課　

　

℡

０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１ 

豊
岡
税
務
署℡

０
７
９
６
・
22
・
２
１
０
１

　

2
月
16
日
（
金
）
か
ら
確
定
申
告
が
始
ま

り
ま
す
。
申
告
の
期
限
は
3
月
15
日
（
木
）

で
す
。

　

3
月
に
入
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
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申告・納税相談所をご利用ください

　次のとおり各区で相談所を開設しますので、お気軽にご利用くだ
さい。
　例年、申告期限が近づくと会場が大変混雑し、長時間お待ちいた
だく場合があります。申告はできるだけ早めに済ませましょう。

●香住区
受　付　会　場 相　談　日　（受付時間）

【町納税相談】
・通常申告相談
　役場 3階大会議室Ｄ

・給与所得者対象の休日納税相談
　役場 3階大会議室Ｄ

2月 16日（金）～ 3月 15日（木）の平日　9:00 ～ 15:00

3 月 4日（日）　9:00 ～ 15:00

【商工会相談】
　香住町商工会館 2月 21日（水）、2月 28日（水）、3月 5日（月）　

10:00 ～ 15:00

●村岡区
受　付　会　場 相　談　日　（受付時間）

【町納税相談】
・通常申告相談
　7:30 ～ 9:00（受付のみ）
　　

▲

村岡地域局地域振興課
　9:00 ～ 15:00
　　

▲

村岡地域局 3階会議室

・給与所得者対象の休日納税相談
　7:30 ～ 9:00（受付のみ）
　　

▲
村岡地域局地域振興課

　9:00 ～ 15:00
　　

▲
村岡地域局 3階会議室

2月 16日（金）～ 3月 15日（木）の平日　7:30 ～ 15:00

3 月 4日（日）　7:30 ～ 15:00

【商工会相談】
　村岡町商工会館 2月 26日（月）、3月 5日（月）　10:00 ～ 15:00

※本年から、申告相談会場を村岡地域局庁舎のみとさせていただきます。ご理解とご協力をいただ　
　きますようお願いします。

●小代区
受　付　会　場 相　談　日　（受付時間）

【町納税相談】
・通常申告相談
　小代区総合センター
　青年研修室

・給与所得者対象の休日納税相談
　小代区総合センター
　青年研修室

2月 16日（金）～ 3月 15日（木）の平日　9:00 ～ 16:00

3 月 4日（日）　9:00 ～ 16:00

【商工会相談】
　美方町商工会館 3月 2日（金）　10:00 ～ 15:00
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第
8
回
全
国 

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

村
岡
米
が
日
本
一

村
岡
区 

池
口
重
雄
さ
ん

　

昨
年
11
月
25
日
、
福
井
県
で
第

8
回
「
全
国　

米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
」（
米
・
食
味
鑑

定
士
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
出
品
さ
れ
た
40
品
種
、

１
７
８
２
点
の
米
の
中
で
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
村
岡
米
生
産
組

合
長
の
池
口
重
雄
さ
ん
（
村
岡
区
村
岡
）
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
水
田
環
境
部
門
で
日
本
一
に
該
当
す
る
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

5
、
6
年
前
か
ら
約
20
人
の
同
志
で
村
岡
ブ
ラ
ン
ド

の
お
い
し
い
米
づ
く
り
を
目
指
し
研
究
を
重
ね
て
お
ら

れ
る
池
口
さ
ん
は
「
ま
さ
か
金
賞
を
受
賞
で
き
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
売
れ
る
米
で
は
な
く
買
い
に
来

て
く
れ
る
よ
う
な
米
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

池
口
さ
ん
ら
の
田
は
、
昨
年
、
水
田
環
境
鑑
定
士
に
よ
り
、

米
づ
く
り
に
最
も
安
全
安
心
な
環
境
で
あ
る
特
A
ー
A

の
評
価
も
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

「
高
齢
に
な
っ
た
の
で
農
地
を
だ
れ
か
に
耕
作
し
て
も
ら

い
た
い
」「
農
地
を
借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
」
こ

の
よ
う
な
方
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
〝
利

用
権
設
定
等
促
進
事
業
〞
で
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
れ

ば
安
心
で
、
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

●
利
用
権
設
定
の
メ
リ
ッ
ト

①
貸
し
手
、
借
り
手
の
話
し
合
い
に
よ
り
条
件
を
設
定
し
、
簡

　

単
な
申
し
込
み
で
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

②
契
約
内
容
は
、
町
や
農
業
委
員
会
が
管
理
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

当
事
者
同
士
の
口
約
束
な
ど
の
貸
し
借
り
よ
り
も
安
心
で
す
。

③
小
作
権
の
移
動
が
伴
わ
な
い
た
め
、
貸
し
た
農
地
は
設
定
期

　

間
が
終
了
す
れ
ば
、
離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず
返
っ

　

て
き
ま
す
。

④
利
用
権
の
設
定
期
間
中
は
安
心
し
て
耕
作
で
き
ま
す
。

⑤
期
間
終
了
に
際
し
て
は
、
町
か
ら
終
期
通
知
書
を
お
送
り
し

　

ま
す
。
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
引
き
続
き
契
約
を
す
る
こ
と

　

も
で
き
ま
す
。

●
利
用
権
の
設
定
時
期

　

提
出
の
あ
っ
た
『
利
用
権
設
定
の
申
出
書
』
に
基
づ
き
、
毎

年
12
月
と
3
月
に
開
催
さ
れ
る
農
業
委
員
会
の
決
定
を
経
て
、

そ
の
内
容
を
町
が
公
告
す
る
こ
と
で
、
貸
し
借
り
の
権
利
関
係

が
決
定
し
ま
す
。
次
回
は
3
月
1
日
（
木
）

が
受
付
期
限
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

　

役
場
産
業
部
農
林
課

℡
０
７
９
６
・
94
・
０
３
２
１

　

役
場
産
業
部
商
工
水
産
課

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

　

小
代
地
域
局
産
業
建
設
課

℡
０
７
９
６
・
97
・
３
１
１
１

農
用
地
の
利
用
権
設
定
に
つ
い
て

〜
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を
〜

◆
農
地
の
借
り
手
な
ど
の
ご
紹
介
◆

●
認
定
農
業
者
の
団
体
（
敬
称
略
）

・
農
事
組
合
法
人 

田で
ん
え
ん
た
い

援
隊
（
香
住
区
森
） 

     

代
表 

前
田 

精
一

℡
０
７
９
６
・
36
・
２
０
６
２

・
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
パ
（
小
代
区
貫
田
）

     

代
表 

金
井 

啓
修

℡
０
７
９
６
・
97
・
３
０
２
０

　

※
こ
の
ほ
か
、
個

　
　

人
の
認
定
農
業

　
　

者
の
中
に
も
、

　
　

積
極
的
に
農
地

　
　

を
借
り
受
け
て

　
　

生
産
活
動
に
取

　
　

り
組
ん
で
い
る

　
　

方
が
い
ま
す
。

　
　

（
詳
細
は
役
場
農
林
課
ま
で
）

●
農
作
業
受
委
託
関
係
団
体
（
敬
称
略
）

　

田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
の
基
幹
的
農
作
業

　

（
主
に
機
械
作
業
）
を
受
け
て
く
れ
る
団
体

・
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
香
住
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
部
会 

　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
香
住
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
４
７
５

・
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
村
岡
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
部
会 

　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
村
岡
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡
０
７
９
６
・
98
・
１
１
１
１

・
援
農
隊
よ
し
（
村
岡
区
萩
山
）

  　

西
村 

伸
一℡

０
７
９
６
・
94
・
０
１
３
３

・
小
代
農
好
会
（
小
代
区
神
水
）　
　
　
　
　

  

  　

代
表 

毛
戸 

誠
℡
０
７
９
６
・
97
・
２
５
１
６

行政トピックス

 

宝
く
じ
助
成
事
業
で
区
内
放
送
設
備
を
整
備

　

村
岡
区
水
上
（
20
世
帯
）
は
、
こ
れ
ま

で
区
内
放
送
設
備
が
な
く
、
戸
別
訪
問
や

電
話
で
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

度
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

の
助
成
で
情
報
連
絡
用
の
区
内
放
送
設
備
を

整
備
し
、
町
が
設
置
し
て
い
る
行
政
放
送
施

設
の
無
線
設
備
を
利
用
し
、
地
区
公
民
館
か

ら
各
戸
に
放
送
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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あったか～いお弁当 お待たせしない電話注文も受け付けます

  全国チェーン

本家かまどや香住店
　  TEL・FAX 0796(39)2121

　　　　　　　　香住区若松 740-3（みなと銀行北隣）

大
好
評
！

本場 但馬牛でジュー！ジュー！

焼肉道場 永
え い ら く

楽･中村精肉店
村岡区大糠91-1（国道9号沿い）

TEL.0 7 9 6 ( 9 8 ) 1 4 1 4
全国宅配承ります

・永楽は午後 5 時から営業
・定休日：水曜日

●
分
譲
の
条
件

①
申
し
込
み
資
格

　

町
内
に
在
住
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う
と
す
る
方

②
宅
地
の
利
用
制
限

　

申
込
者
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
最
長
10
年
以
内
に
建

築
し
、
居
住
で
き
る
方

●
宅
地
の
概
要
お
よ
び
分
譲
価
格
（
上
下
水
道
加
入
金

　

含
む
）

・
村
岡
区
高
井
字
下
大
仙
３
６
６
番
８

・
区
画
番
号
7
番

・
宅
地
面
積
２
９
８
・
65
㎡
（
90
・
34
坪
）

・
分
譲
価
格
７
９
１
万
４
２
２
５
円
（
1
㎡
当
た
り　

　

２
万
６
５
０
０
円
）

町
有
宅
地
第
2
次
分
譲
地
（
村
岡
区
高
井
）
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

③
公
共
公
益
施
設

・
道
路

  

幹
線
道
路
幅
員
３
ｍ
か
ら
５
ｍ
、
団
地
内
５
ｍ

・
上
水
道･･･

町
営
簡
易
水
道

・
下
水
道･･･

町
営
公
共
下
水
道

・
テ
レ
ビ･･･

共
聴
ア
ン
テ
ナ

・
ガ
ス 　

･･･

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

・
消
防　

 ･･･

消
火
栓
３
ヵ
所

・
防
災　

 ･･･

街
路
灯
８
ヵ
所

●
申
し
込
み
か
ら
契
約
ま
で

・
残
り
1
区
画
の
た
め
、
申
込
者
が
決
定
し
た
時
点
で
締

  

め
切
り
と
し
ま
す
。

・
譲
渡
契
約
締
結
日
ま
で
に
内
金
と
し
て
譲
渡
代
金
の

  

3
分
の
1
以
上
の
額
を
納
入
。
残
金
は
契
約
締
結
日

  

か
ら
3
ヵ
年
以
内
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
分
譲
宅
地
は
、
譲
渡
代
金
完
納
後
に
引
き
渡
し
を
し 

  

ま
す
。

・
所
有
権
の
移
転
登
記
は
、
分
譲
宅
地
の
引
き
渡
後
、 

  

町
が
行
い
ま
す
。
所
有
権
移
転
登
記
に
要
す
る
登
録 

  

免
許
税
そ
の
ほ
か
の
費
用
は
、
分
譲
宅
地
の
譲
受
人    

  

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
分
譲
宅
地
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
る
公
租
公
課
は
、
分

  

譲
宅
地
引
き
渡
し
後
は
、
譲
受
人
の
負
担
と
な
り 

ま
す
。

・
行
政
区
は
「
光
陽
区
」
と
な
り
ま
す
。

●

申
し
込
み
先

　

役
場
建
設
部
建
設
課
、
各
地
域
局
産
業
建
設
課

●

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
部
建
設
課

　

℡
０
７
９
６
・
36
・
１
１
１
１

残り
1区画
残り
1区画

●
立
地
条
件
な
ど

①
交
通
機
関
：
全
但
バ
ス
（
株
）
大
糠

　

バ
ス
停
ま
で
約　

１･
０
㎞

②
教
育
福
祉
施
設

・
保
育
所

　

宝
樹
保
育
園
へ
通
園
（
約
３･
０
㎞
）

・
幼
稚
園

　

村
岡
幼
稚
園
へ
通
園
（
約
２
・
２
㎞
）

・
小
学
校

　

村
岡
小
学
校
へ
通
学
（
約
２
・
２
㎞
）

・
中
学
校

　

村
岡
中
学
校
へ
通
学
（
約
２
・
４
㎞
）

・
高
等
学
校

　

村
岡
高
等
学
校
へ
通
学
（
約
２
・
０
㎞
）

・
医
療
機
関

　

村
岡
病
院
ほ
か
（
約
２
・
３
㎞
）

ここ
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香
美
町
小
学
生
カ
ル
タ
大
会

香
美
町
小
学
生
カ
ル
タ
大
会
、
天
神
講
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
大
会

 　

取
っ
て
取
ら
れ
て
、
遊
び
な
が
ら
学
ぶ

Town News
まちの出来事

★
1
月
14
日
、
香
美
町
小
学
生
カ
ル
タ
大
会

　

村
岡
区
の
村
岡
体
育
館
で
、
香
美
町
村
岡
区

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
香
美
町
小

学
生
カ
ル
タ
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
の
1
年
生

か
ら
6
年
生
ま
で
の
75
人
が
参
加
。
試
合
は
各

部
ご
と
に
1
対
1
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ

れ
、
読
み
手
が
札
を
読
み
上
げ
る
た
び
に
会
場
の

あ
ち
こ
ち
で
「
ハ
イ
」
と
い
う
元
気
の
よ
い
か
け

声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。(

敬
称
略)  

3
年
生
以
下
の
部 

①
田
中
優ゆ

う

ほ帆
（
射
添
小
・
3
年
）

②
福
住
有
理
（
村
岡
小
・
3
年
）
③
長
門
あ
す
か
（
同

3
年
）・
谷
渕
泰
士
（
射
添
小
・
3
年
）
▼
4
年
生
の

部 

①
上
田
菜
月
（
射
添
小
）
②
東
竜
也
（
村
岡
小
）

③
谷
洋ひ

ろ

か香
（
射
添
小
）・
平
井
紗
夜
子
（
同
）
▼
5
年

生
の
部　

①
上
田
雅
尚
（
村
岡
小
）
②
上
田
美
里
（
同
）

③
伊
井
雷
太
（
射
添
小
）・
中
村
円
香
（
小
代
小
）
▼

6
年
生
の
部　

①
中
村
茜
（
射
添
小
）
② 

谷
渕
美
野

里
（
同
）
③
北
村
香
奈
（
同
）・
原
里
佳
（
長
井
小
）

 

1
月
6
日
、
青
空

の
下
、
1
年
の
無
病

息
災
な
ど
を
祈
り
香

住
区
沖
浦
で
行
わ
れ

た
伝
統
行
事
「
山
の

神
」。
山
の
神
は
醜

く
し
っ
と
深
い
女
神

と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
女
人
禁
制
で
、

女
神
の
怒
り
を
買
わ

な
い
よ
う
男
児
も
顔

い
っ
ぱ
い
に
墨
を
塗

り
ま
す
。　

　

今
年
は
幼
稚
園
児
か
ら
小
学

生
ま
で
11
人
が
参
加
。「
山
の
神

の
お
祭
り
は
大
き
な
お
祭
り
で
、

大
び
つ
に
い
っ
ぱ
い
、
小
び
つ

に
い
っ
ぱ
い
、
あ
ー
ら
め
で
た

や
、
後
の
ご
福
は
頼
ん
だ
ー
」

と
元
気
よ
く
は
や
し
立
て
な
が

ら
約
１
㎞
離
れ
た
ほ
こ
ら
に
参

拝
し
、
お
神み

き酒
や
わ
ら
じ
、
笹

な
ど
を
奉
納
し
ま
し
た
。
帰
り

は
、
食
事
中
の
女
神
を
見
て
怒

ら
せ
な
い
よ
う
、
振
り
返
ら
ず

に
歩
き
ま
し
た
。
初
め
て
参
加

し
た
谷
口
楓ふ

う

ま馬
君
（
柴
山
幼
・

6
歳
）
は
「
み
ん
な
、
顔
が
面

白
い
。
墨
が
乾
い
て
顔
が
か
ゆ

い
よ
う
」
と
真
っ
黒
な
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

 

山
の
神

 

「
あ
ー
ら
め
で
た
や
…
」

（
香
住
区
沖
浦
）

（
香
住
区
沖
浦
）

★
1
月
20
日
、
天
神
講
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
大
会

　

学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
の
霊
を
慰
め
る
天
神

講
に
ち
な
ん
だ
「
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
大
会
」
を
村

岡
区
内
三
会
場
で
開
催
。

区
内
の
名
所
や
特
色
を

詠よ

ん
だ
「
村
岡
い
ろ
は

か
る
た
」
の
ジ
ャ
ン
ボ

サ
イ
ズ
（
縦
42
㎝
×
横
30
㎝
）
を
使
用
し
ま
し
た
。
村
岡

区
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
約
30
人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
、

歌
が
詠
み
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
目
当
て
の
絵
札
に
向

か
っ
て
元
気
よ
く
飛
び
込
み
、〝
巨
大
な
カ
ル
タ
と
り
〞
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
村
岡
小
学
校
４
年
生
の

今
田
吉
隆
く
ん
（
村
岡
区
水
上
）
は
「
２
枚
し
か
と
れ
な
か
っ

た
け
ど
、
走
り
回
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
息

を
弾
ま
せ
て
話
し
て
い
ま
し
た
。



　

1
月
21
日
薄
曇
り
の
天
候

の
中
、
小
代
区
の
お
じ
ろ
ス

キ
ー
場
で
、
香
住
区
と
小
代

区
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

そ
れ
ぞ
れ
ス
キ
ー
講
習
会
が

開
催
さ
れ
、
香
住
区
か
ら
は

小
学
1
年
生
か
ら
6
年
生
の

初
心
者
35
人
が
、
小
代
区
か

ら
は
5
歳
か
ら
小
学
校
6
年

生
ま
で
の
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
の
21
人
が
参
加
し
、

ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 

香
住
区
・
小
代
区
ス
キ
ー
講
習
会

 

冬
は
や
っ
ぱ
り
、
ス
キ
ー
が
好
き
〜

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）
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1
月
14
日
、
小
代
区
忠

宮
の
い
こ
い
の
里
で
、
美

方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

が
開
催
さ
れ
、
囲
碁
の
部

に
は
35
歳
か
ら
92
歳
ま
で

の
36
人
が
、
将
棋
の
部
に

は
小
学
一
年
生
か
ら
83
歳

ま
で
の
30
人
が
参
加
。
四

角
い
盤
を
挟
ん
で
「
待
っ

た
な
し
」
の
真
剣
勝
負
を

行
い
ま
し
た
。
選
手
の
皆

さ
ん
は
あ
ご
を
な
で
た
り
頭
を
か
い
た
り
し
な
が
ら
一
手

一
手
を
慎
重
に
繰
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
将
棋
の
部（
小
・

中
学
生
）
で
優
勝
し
た
香
住
小
6
年
の
小
椋
祥
太
君
（
写

真
左
・
左
側
）
は
「
優
勝
で
き
る
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で

と
て
も
う
れ
し
い
。
将
棋
は
次
の
一
手
を
考
え
る
の
が
お

も
し
ろ
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
囲
碁
の
部
〉
4
段
以
上 

①
竹
内
善
和
（
香
住
区
香
住
）
②

毛
戸
平
太
郎
（
同
西
香
住
）
③
増
田
豊
（
小
代
区
大
谷
）
▼

3
段
以
下 

①
田
中
清
隆
（
村
岡
区
高
津
）
②
田
中
総
一
郎
（
新

温
泉
町
）
③
岸
本
巖
（
村
岡
区
柤
岡
）
▼
1
級
以
下 

①
中
村

惠
治
（
村
岡
区
宿
）
②
仲
田
通

（
新
温
泉
町
）
③
朝
倉
寿
文
（
小

代
区
野
間
谷
）

〈
将
棋
の
部
〉
有
段
者
①
岡
田

昭
雄
（
新
温
泉
町
）
②
森
幸
夫

（
香
住
区
若
松
）
③
有
田
収
（
同

間
室
）
▼
段
以
下 

①
西
村
行

雄
（
新
温
泉
町
）
②
前
垣
猛
（
小

代
区
茅
野
）
③
森
田
吉
一
（
新

温
泉
町
）
▼
小
・
中
学
生 

①

小
椋
祥
太
（
香
住
区
守
柄
）
②

前
垣
貴
之
（
小
代
区
茅
野
・
小

代
中
１
年
）
③
小
林
哲
也
（
香

住
区
駅
前
・
香
住
小
6
年
）

 

第
22
回
美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

 

「
待
っ
た
な
し
」

沈
黙
の
中
に
飛
び
交
う
火
花

　

1
月
16
日
、

小
雨
降
る
夕

暮
れ
時
に
、
香

住
区
の
浜
区

子
ど
も
会
が

毎
年
恒
例
の

〝
念
仏
開
き
〞

を
行
い
、
余
部

小
学
校
3
年
生

か
ら
香
住
第
1

中
学
校
1
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
計
10
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
年
を
明

け
て
か
ら
こ
の
念
仏
開
き
を

行
う
ま
で
、
仏
壇
で
念
仏
を

唱
え
な
い
と
い
う
風
習
が
あ

り
ま
す
。
集
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
お
寺
で
輪
に
な
り
、

か
ね
に
の
音
に
合
わ
せ
て
念

仏
を
唱
え
、
各
自
が
数
珠
の

中
の
大
玉
を
7
回
触
る
ま
で

時
計
回
り
に
数
珠
を
回
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、「
な
ん
ま
い
だ
ー
」

と
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
集
落

内
を
練
り
歩
き
１
軒
1
軒
を

訪
ね
、
無
病
息
災
や
家
内
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
を
出
迎
え
た
住
民
の
皆

さ
ん
は
、
手
を
合
わ
せ
た
り

大
玉
を
さ
す
っ
た
り
し
て
自

分
の
健
康
な
ど
を
祈
り
、
子

ど
も
た
ち
に
労
を
ね
ぎ
ら
う

言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

  
念
仏
開
き

念
仏
開
き           

       

  
カ
ン
カ
ン
カ
ン
、
な
ん
ま
い
だ
ー

カ
ン
カ
ン
カ
ン
、
な
ん
ま
い
だ
ー

（
香
住
区
浜
）

（
香
住
区
浜
）

　

最
初
は
お
っ
か
な
び
っ
く

り
で
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
次
第
に
慣
れ
て
き
て
、

表
情
も
や
わ
ら
い
で
に
っ
こ

り
。
い
っ
ぱ
い
転
ん
で
た
っ

ぷ
り
滑
っ
て
、
お
昼
ご
は
ん

が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

今
回
2
度
目
の
参
加
と
な

る
香
住
小
2
年
の
松
岡
駿し
ゅ
んく

ん
（
香
住
区
香
住
）
は
「
ス

キ
ー
は
気
持
ち
よ
く
滑
れ
る

と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
今

日
は
少
し
う
ま
く
な
っ
た
と

思
う
。
来
年
も
参
加
し
て
も
っ

と
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。
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▽パートほか（正社員以外）

事業所名 職種 年齢 人
数

新日本ガード（有）交通誘導警備員 不問 3

県立香住高等学校 日々雇用職員 不問 1

㈱トヨダ
（ｲｰﾄﾊﾞﾘｭｰ香住店）

食品製造 18～ 55 2

販売 20～ 55 1

㈱香住観光公社 フロント業務 50 以下 1

日本調剤㈱大阪支店 薬剤師（香住区）22～ 45 1

㈱ライフアート 縫製・裁断・仕上 50 以下 3

社会福祉法人香美
町社会福祉協議会

Ｇホーム看護師
（正看・准看） 不問 1

（有）三七十 雑役 不問 1

マルヤ水産㈱ 水産加工員 不問 3

（有）アイ・ティ
飲食業接客 不問 2

飲食業調理師見習 不問 2

㈱蔵平水産 製造包装員 20～ 60 2

（有）鎌清商店 カニ加工員 60 以下 2

（有）かどや 旅館及び食事処
の接客係 18～ 55 2

村岡日石㈱ 給油スタッフ
洗車スタッフ 不問 2

（有）ハバタック 自動車の板金塗装
及び車検整備見習 35 以下 1

北但西部森林組合 林業 不問 10

㈱入江産業 アルミ部品の
検査及び軽作業 20～ 45 1

㈱ナカケー レジ部（村岡） 不問 2

㈱コメリ　ﾊｰﾄﾞｱﾝ
ﾄﾞｸﾞﾘｰﾝ村岡店

販売員（ｱﾙﾊﾞｲﾄ）45 以下 2

販売員（パート）45 以下 2

▽正社員

事業所名 職種 年齢 人
数

宮崎水道設備 給排水衛生設備
配管工 不問 1

㈱株本産業 採石業業務管理者 不問 1

守山工務店 型枠大工
（アルバイト可）30 以下 1

かわばた歯科医院
歯科助手 20～ 40 1

歯科衛生士 20～ 40 1

㈱北近畿クボタ 営業サービス職 35 以下 3

（有）ＯＮＥ 携帯電話販売員
ｻｲﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ香住店 不問 1

日本調剤㈱大阪支店 薬剤師（香住区）22～ 45 1

（有）三七十 調理師見習 不問 1

マルヤ水産㈱ 水産加工員 50 以下 2

（有）アイ・ティ
飲食業接客 不問 2

飲食業調理師見習 不問 2

マルカツ水産㈱ 工場管理者 30 以下 1

㈱蔵平水産 製造包装員 18～ 60 2

（有）かどや ｽｷｭｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｼｮ
ｯﾌﾟ及び旅館接客 18～ 35 2

（有）もりひろ商店 水産加工員 不問 1

小林商事㈱ 事務 18～ 25 2

入江精密工業（有） 機械加工
（オペレーター） 不問 2

㈱田野工務店 営業 不問 1

（有）井口建設 土木作業員 不問 3

求人情報
ハローワーク香住（職業安定所）

℡0796・36・0137 （平成19年 1月 20日現在、順不同）

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（12/27 ～ 1/30）の届出分の内、承諾を得た
方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

◆お詫びと訂正◆
　広報「ふるさと香美」第 22 号 ( 平成 19 年 1 月号 )
の記事に、以下のとおり誤りがありました。関係者の
みなさまには大変ご迷惑をおかけいたしましたことを
お詫びして、訂正いたします。
・『こんにちは、赤ちゃん』中、「黒崎大駆」君とあり
ますが、正しくは「黒崎大馳」君でした。
・『慎んで、お悔やみ申し上げます』中、田中八重野さ
んの年齢が「79」とありますが、正 しくは「93」　でした。

◆財団法人・兵庫県青少年本部
非常勤嘱託職員◆

▲

募集職種と採用人数
・県立兎和野高原野外教育センターお
　よび木の殿堂の非常勤嘱託職員
・18 歳（3月高校卒業見込み）から　
　55 歳までの人 ･･･ 若干名▲

採用予定日　
おおむね 4月 1日以降を予定▲

受験手続き・受付期間　
履歴書を郵送または持参してください。
・受験申込先
　〒 667-1336
　美方郡香美町村岡区宿字兎和野791-1
　兵庫県立兎和野高原野外教育センター
・受付期間
　2月19日（月）～2月28日（水）（必着）▲

採用試験など
・とき 
　3月初旬（詳細は文書で通知）
・ところ  
　県立兎和野高原野外教育センター
・方法  
　論文試験・個別面接
・内定通知
　3月中旬（合格者に文書で通知）▲

問い合わせ先
県立兎和野高原野外教育センター

℡0796・94・0211

※このコーナーは、先月（12/27 ～ 1/30）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

◆平成 19 年度「男女共同参画週間」の標語募集◆▲

募集内容　男女共同参画をテーマにした標語▲

応募資格　個人。未発表で自作のものに限る。▲

応募期間　2月 23 日（金）まで（必着）　▲

応募方法　官製ハガキ、電子メール、ファクシミリ１通  
                    に１作品を記入。住所、氏名、年齢、性別、
　　　　　　電話番号を記入。（複数応募可）

▲

送付先　　内閣府男女共同参画局総務課
　「標語募集係」あて
  〒 100-8914 東京都千代田区永田町 1-6-1
  FAX：03・3581・9566　　　　　　
  ※電子メールは、
　　http: / /www.gender .go. jp/ にアクセス

◆ひょうご防犯ネットで安全・安心ネットワーク◆
　兵庫県警察では、携帯電話を利用した「防犯情報等配信システム」を実施。お手
持ちの携帯電話で「ひょうご防犯ネット」にアクセスし、登録していただくと不審
者による子どもへの声かけ情報、防犯に関する情報などをメールでお届けします。

http://hyogo-bouhan.net/ へ今すぐアクセス！

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。



◆町臨時職員◆▲

募集職種と採用人数
子育て指導相談員（1日勤務）･･･1 人▲

採用予定日
4月 1日▲

賃金など　
・日額 6200 円（通勤手当別途支給）
・社会保険、雇用保険に加入▲

勤務内容・条件
・子育てに係る親からの相談などの
　支援を行う業務
・保育士免許などを有する人が望ま
　しい。▲

採用資格
町内に住所を有する健康な人　▲

勤務地　小代区▲

採用・応募方法
・市販の履歴書（写真貼付）を役場
　総務部総務課または小代地域局地
　域振興課へ提出してください。3
　月上旬に面接を行います。▲

応募締切
2月 28 日（水）▲

問い合わせ（提出）先
役場総務部総務課

℡0796・36・1111
小代地域局地域振興課

　℡0796・97・3111

◆町営住宅入居者◆▲
募集住宅　

・西本町住宅第12号（村岡区西本町）
2階建  1 戸
3DK、64.9㎡
バス・トイレ付▲

家 賃 ･･･16,200 円
～ 47,100 円（共益費
等は別途徴収）▲

敷金　家賃の３ヵ月分▲

入居時期　3月下旬
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◆主な施設の連絡先◆

公立香住総合病院　　　　   36・1166
公立村岡病院　　　　　　   94・0111
香住地域福祉センター　　　36・4345
香住老人福祉センター　　　36・5008
村岡老人福祉センター　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター97・2202
　　　（全ての施設の市外局番：0796）

香美町役場本庁舎　　　   　　36・1111
　〃　　　下水道課　　　　　39・2053
　〃　　　水道課　　　　　   36・0420
　〃　　　村岡地域局　　　   94・0321
　〃　　　小代地域局　　　   97・3111
香美町教育委員会　　　　　   94・0101
　　　〃　　　　香住分室　   36・3764
　　　〃　　　　小代分室　   97・3966    

けいじばん
開　　催

◆第1回香美町青少年育成町民集会
・子どもたちのふるさと学習体験発表会◆
　ふるさとの伝統・文化や、地域の
人々とのふれあいから学んだ感動体
験などを小・中学生に発表してもら
う「子どもたちのふるさと学習体験
発表」のほか、地域での青少年育成
活動の事例報告を行い、今後の取り
組みの方向性を探ります。▲
とき　
2月 25 日（日）13：20 ～ 16：00▲

ところ
村岡体育館（村岡区川上）▲

内容
・「子どもたちのふるさと学習体験発表」
　柴山小学校、佐津小学校、兎塚中学校
・「地域の子どもは地域で育てる」実践活動発表
　小代ふるさと教育応援団
・総括講演「子どもの生きる根っこを育む」
　兵庫県立大学環境人間学部
　助教授　尾﨑公子氏▲

主催
香美町青少年育成推進会議▲

共催
香美町、香美町教育委員会、香美町ふ
るさと教育推進プロジェクト委員会▲

問い合わせ先
町教育委員会社会教育課

℡0796・94・0101

◆但馬地区精神保健福祉研修会◆
　「自分の気持ちを伝え、但馬で自
分らしく生活するために」をテーマ
に精神障害者・家族が自らの気持ち
を伝え合い、地域で自分らしく生活
できるよう関係者・住民とともに考
える研修会を開催。参加は無料。2
月 23 日（金）までに申込が必要。▲

とき　
3月 2日（金）13:30 ～ 16:00▲

ところ
豊岡市民プラザ（豊岡アイティ 7階）▲

申込（連絡）先　
ロマンハウス作業所

℡0796・23・0019
豊岡健康福祉事務所　保健指導課

　　　℡0796・26・3662

◆結婚相談所◆

▲

開催日程　　

日時 場所
  2/22
（木）

13:30
～ 16:00

香住老人福祉センター
（香住区駅前）

  2/23
（金）

13:30
～ 16:00

いこいの里
（小代区忠宮）

▲

問い合わせ先
香美町社会福祉協議会

℡0796･39･2050

▲

入居条件（次のすべての要件に該当する人）
・入居基準所得を超えない人（基準
　所得は世帯構成により異なります）
・町税に滞納がない人
・現に住宅に困窮している人
・そのほかの条件は申し込み時に説明▲

申込期限　2月 22 日（木）
（申し込みが多数の場合は抽選）▲

問い合わせ（申し込み）先
役場建設部建設課

℡0796・36・1111
村岡地域局産業建設課

　℡0796・94・0321
小代地域局産業建設課

　℡0796・97・3111

◆平成19年度市町交通災害共済加入◆
　1人年額 500 円の掛金で、通院・
入院 3日以上の交通傷害に 2万円か
ら最高 80 万円までの見舞金が支払
われます。万一のときに備えて『市
町交通災害共済』に家族ぐるみでご加
入ください。▲

共済期間
平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3
月 31 日（途中加入の場合は、申込
日の翌日から有効）▲

加入方法
　全戸配布する申込書に必要事項を
記入し、掛金を添えて各区長さんに
届けてください。▲

申込期限
3月 9日（金）
※ 4月以降も加入できますが、掛金
は期間に関係なく一律 500 円です。▲

問い合わせ先
役場健康福祉部町民課

℡0796・36・1111
村岡地域局健康福祉課

　℡0796・94・0321
小代地域局健康福祉課

　℡0796・97・3111

募　　集
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1
月
14
日
の
美
方
郡
新
春
囲
碁
将
棋
大
会

の
将
棋
の
部
（
小
・
中
学
生
）
で
優
勝
し

た
小
椋
祥
太
君
（
香
住
小
6
年
）。
将
棋
は

お
父
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
、
普
段
は
弟

の
博
文
君
（
香
住
小
1
年
）
と
練
習
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

つ
ら
い
事
件
が
多
い
中
、
な
ん
と
も
ほ

の
ぼ
の
と
温
か
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

〝
父
親
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
〞
皆
さ
ん

い
く
つ
言
え
ま
す
か
？
子
ど
も
た
ち
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
今
ど
き
は
「
お
父
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
た
」
と
か
「
お
父
さ
ん
と
や
っ

た
」
で
は
な
く
、「
お
父
さ
ん
に
買
っ
て
も

ら
っ
た
」
っ
て
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

親
子
や
兄
弟
で
相
手
の
顔
を
見
な
が
ら

遊
ぶ
。
向
か
い
合
っ
て
す
る
と
、
表
情
か

ら
相
手
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
ど
ん

な
気
分
な
の
か
感
じ
な
が
ら
で
き
ま
す
よ

ね
。〝
両
者
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
通
し
て
〞
と

な
る
と
、
や
ら
れ
て
痛
が
っ
た
り
、
悔
し

が
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
の
自
分
で
は
な

く
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
か
も
。

　

き
っ
と
今
ご
ろ
小
椋
家
で
は
、
兄
弟
で

待
っ
た
な
し
…
い
え
い
え
、〝
待
っ
た
あ
り
〞

の
対
局
中
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。　

（
今
西
）

まちのうごき
（平成 19年 1月 1日現在）

合　計　22,271 人（－ 23）

　男　　10,619 人（－  9）

　女　　11,652 人（－ 14）

世帯数  6,978 世帯（±  0）
カッコ内は前月比

この広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙 100％を使用しています。
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 珍味で美味。話題提供 まちおこしにも一役！

★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町
容容
スッポン

美美

　アミノ酸、カルシウム、ビ
タミンなどの宝庫で滋養強壮
によく、コラーゲンがたっぷ
り。くせのない味で女性にも
人気のスッポン料理。このスッ
ポンをまちの名産にしようと
昭和 50 年に 8 人の有志で養
殖が始まりました。メンバー
全員がスッポンを見たことも
ない、文字通りゼロからの出
発。試行錯誤でようやく 5年
目にして 50匹を地元の料理屋
に出荷することができたそう
です。
　小代区神水の内水面漁業施
設では、昨年 9 月に約 1,900

匹の稚ガメが孵
ふ か

化、生まれて
から 2 年以上のスッポン約
400 匹を養殖。今では年間約
200 匹の出荷をしています。
　現在、中心となって世話を
している宮脇義明さん（小代
区貫田）は「生き物相手のた
め常に試行錯誤です。単に“出
荷”だけではなく、話題提供
やまちおこしに貢献したい」
と語られました。秋には稚ガ
メの販売や小代特産味祭り（雑
炊・唐揚げの提供、スッポン
すくい大会）などで話題づく
りに努めておられます。

問い合わせ先：
小代内水面組合 増田時雄 組合長
℡0796・97・2109▲生き物相手で常に試行錯誤 ▲産まれたては、こんなにちっちゃい（秋）

とと健健康康にに

▲小代で、スッポン料理を是非！（11 月～ 4月）

▲大きくなると…すごい！

小代内水面組合


